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【
キ
ー
ワ
ー
ド
】

　

 

近
世
村
落　

湧
水　

水
資
源
開
発　

柏
木
御
厨　

水
論
絵
図　

【
要
旨
】

　

前
近
代
村
落
に
お
け
る
水
資
源
利
用
や
農
業
開
発
の
研
究
史
を
振
り
返
る
と
、そ
の
研
究
の

中
心
は
文
献
史
（
資
）
料
に
記
録
さ
れ
や
す
い
河
川
灌
漑
や
溜
池
灌
漑
に
偏
って
い
た
こ
と
が
窺

え
る
。
し
か
し
、
実
際
に
現
況
の
村
落
を
踏
査
し
聞
き
書
き
を
集
め
る
と
、
景
観
や
人
々
の
記

憶
の
な
か
に
、“
湧
水
”
が
農
業
や
生
活
用
水
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
様
子
を
認
め
る
こ
と
が

で
き
る
。
湧
水
と
い
え
ば
、
こ
れ
ま
で
祭
祀
や
儀
礼
な
ど
の
信
仰
空
間
の
な
か
で
、
あ
る
い
は
井

戸
な
ど
の
生
活
飲
水
や
湧
水
湿
地
と
いっ
た
環
境
保
全
の
文
脈
で
語
ら
れ
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、

農
業
開
発
に
お
け
る
そ
の
役
割
・
機
能
を
論
じ
た
研
究
は
極
め
て
少
な
い
。
で
は
、
湧
水
は
前

近
代
村
落
の
な
か
で
農
業
開
発
に
利
用
さ
れ
な
かっ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

そ
こ
で
本
稿
は
、
近
江
国
甲
賀
郡
柏
木
御
厨
故
地
（
現
滋
賀
県
甲
賀
市
水
口
町
）
を
事
例

に
、
前
近
代
村
落
で
の
農
業
開
発
に
お
け
る
湧
水
利
用
の
実
態
を
検
討
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
る
。
当
該
地
域
は
、
琵
琶
湖
の
湖
南
に
位
置
し
、
鈴
鹿
峠
を
水
源
と
す
る
野
洲
川
の
中
流

域
右
岸
に
あ
る
た
め
、
今
も
野
洲
川
か
ら
取
水
す
る
灌
漑
用
水
（
本
稿
で
は
「
二
ノ
井
」
と
呼

称
さ
れ
る
）
が
地
域
の
主
た
る
水
源
と
な
って
い
る
。
し
か
し
、
当
該
地
の
近
世
史
（
資
）
料
を

調
査
す
る
と
、
近
世
農
業
開
発
に
お
け
る
湧
水
利
用
の
実
態
を
濃
厚
に
示
す
、
寛
政
一三
年

（一八
〇一）
作
成
の
「
江
州
甲
賀
郡
酒
人
村
与
植
村
水
論
立
会
絵
図
」（「
植
区
有
文
書
」）
と

い
う
水
論
絵
図
を
発
見
す
る
に
至
っ
た
。
本
稿
で
は
、こ
の一通
の
水
論
絵
図
を
繙
く
こ
と
で
、水

資
源
を
め
ぐ
る
紛
争
の
経
過
お
よ
び
原
因
、
そ
し
て
係
争
関
連
地
で
実
施
し
た
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
を
踏
ま
え
た
農
業
開
発
で
の
湧
水
利
用
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

結
果
、
と
く
に
以
下
の
二
点
を
明
ら
か
に
し
得
た
。
①
水
論
絵
図
に
描
か
れ
た
、
野
洲
川
取

水
の
河
川
灌
漑
「
二
ノ
井
」
だ
け
で
な
く
、
湧
水
ま
で
を
も
係
争
地
と
し
た
紛
争
勃
発
の
背
景

に
、
当
該
期
の
旱
魃
に
加
え
て
野
洲
川
流
域
で
進
展
し
た
新
田
開
発
の
結
果
生
じ
た
、
過
剰
な

水
資
源
分
配
に
よ
る
水
量
の
枯
渇
と
い
う
構
造
的
要
因
が
あ
っ
た
こ
と
。
ま
た
、
②
河
川
灌
漑

を
主
た
る
水
資
源
と
し
て
き
た
「
二
ノ
井
」
の
受
益
村
の
農
業
開
発
が
、
実
態
と
し
て
は
先
の

水
論
絵
図
と
同
様
に
湧
水
へ
の
依
存
度
が
高
く
、
河
川
灌
漑
と
湧
水
灌
漑
の
多
水
源
に
依
存

し
、
か
つ
用
排
水
を
両
者
で
補
う
と
い
う
相
互
補
完
関
係
に
よ
って
成
り
立
って
い
た
。

　

近
世
村
落
で
の
湧
水
開
発
事
例
に
鑑
み
る
に
、
湧
水
と
は
現
在
わ
れ
わ
れ
が
抱
く
、
過
去
の

自
然
景
観
や
生
活
に
対
す
る
あ
る
種
の
郷
愁
や
憧
憬
の
み
で
捉
え
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。そ
れ

は
地
域
の
農
業
開
発
の
基
盤
と
な
る
、
必
要
不
可
欠
な
水
質
源
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

は
じ
め
に

　

農
業
に
と
っ
て
、
安
定
的
な
用
水
の
確
保
は
最
重
要
課
題
で
あ
る
。
か
つ
て
寶
月

圭
吾
が
、「
二
千
年
来
、
農
業
、
就
中
水
稲
農
業
が
全
産
業
の
中
心
的
地
位
に
あ
り
、

米
が
食
糧
の
主
要
部
分
を
占
め
て
い
た
我
国
に
お
い
て
は
、
灌
漑
が
有
す
る
社
会
的
・

経
済
的
な
重
要
性
は
、
何
時
の
時
代
に
て
も
些
か
の
変
化
も
な
い
」
と
断
じ
た
よ
う

に（
（
（

、
そ
れ
は
ど
の
時
代
に
も
共
通
し
た
普
遍
的
課
題
で
も
あ
っ
た
。
文
献
史
学
に
お

け
る
水
利
灌
漑
研
究
は
、
と
り
わ
け
日
本
中
世
史
分
野
で
進
展
し
た
。
中
村
吉
治
や

寶
月
が
そ
の
嚆
矢
と
な
り（

（
（

、
以
後
は
荘
園
・
村
落
史
研
究
の
な
か
で
荘
園
現
地
調
査

に
よ
る
用
水
系
統
や
灌
漑
範
囲
の
復
原
技
法
、
災
害
史
・
環
境
史
な
ど
の
視
点
が
取

り
入
れ
ら
れ
つ
つ
今
に
至
る
。
か
か
る
研
究
で
の
主
な
対
象
は
、
現
況
景
観
で
も
把

握
し
や
す
く
、
か
つ
文
献
史
（
資
）
料
な
ど
の
記
録
に
残
り
や
す
い
河
川
や
溜
池

（
谷
池
・
皿
池
）
か
ら
の
取
水
に
基
づ
く
水
利
灌
漑
で
あ
っ
た（

（
（

。

　

し
か
し
、
前
近
代
村
落
で
の
水
資
源
利
用
の
あ
り
方
は
、
河
川
や
溜
池
か
ら
の
取

水
の
み
で
完
結
す
る
も
の
で
は
な
い
。
例
え
ば
民
俗
学
の
分
野
よ
り
、
溜
池
（
谷
池
）

か
ら
下
流
に
順
々
に
水
を
落
と
し
て
い
く
畦
越
し
灌
漑
の
な
か
で
、
水
田
内
に
野
井

戸
や
湧
水
池
が
設
け
ら
れ
数
枚
単
位
の
水
田
を
灌
漑
す
る
場
所
も
あ
っ
た
こ
と
が
報

告
さ
れ
て
い
る（

（
（

。
河
川
・
溜
池
灌
漑
に
比
べ
る
と
、
確
か
に
地
表
面
に
滲
出
し
た
湧

水
を
利
用
す
る
灌
漑
方
法
は
、
水
量
に
乏
し
く
自
ず
か
ら
灌
漑
範
囲
は
狭
く
な
ろ
う
。

た
だ
し
先
の
事
例
は
、
村
落
で
の
水
資
源
利
用
の
あ
り
方
が
複
合
的
な
も
の
で
あ
る

可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。
ま
た
歴
史
地
理
学
の
分
野
で
は
、
近
世
村
落
で
の
水
論

が
地
形
環
境
を
踏
ま
え
て
考
察
さ
れ
、
河
川
や
溜
池
・
湧
水
と
い
っ
た
多
水
源
に
依

存
し
た
灌
漑
状
況
を
指
摘
す
る（

（
（

。
こ
う
し
た
成
果
を
踏
ま
え
る
に
、
現
況
の
農
業

（
し
か
も
圃
場
整
備
事
業
以
後
の
も
の
）
と
は
大
き
く
異
な
り
、
そ
れ
以
前
で
は
多

様
な
水
源
（
河
川
・
溜
池
・
湧
水
な
ど
）
に
依
存
し
た
様
子
が
想
像
さ
れ
る
。
と
り
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わ
け
今
回
注
目
し
た
い
の
が
湧
水
の
存
在
で
あ
る
。
従
来
、
湧
水
は
祭
祀
や
儀
礼
な

ど
の
信
仰
空
間
で
使
用
さ
れ
る
場
合
や
、
井
戸
な
ど
の
生
活
飲
水
、
あ
る
い
は
湧
水

湿
地
な
ど
と
し
て
環
境
保
全
の
文
脈
で
語
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た（

（
（

。
と
こ
ろ
が
、

文
献
史
学
の
な
か
で
農
業
開
発
に
お
け
る
そ
の
役
割
・
機
能
の
定
位
を
試
み
た
研
究

は
極
め
て
少
な
い（

（
（

。
そ
れ
は
、
河
川
や
溜
池
に
比
し
て
、
湧
水
は
文
献
史
料
に
残
り

づ
ら
く
、
ま
た
宅
地
造
成
や
圃
場
整
備
事
業
に
よ
る
農
地
景
観
の
激
変
に
よ
り
、
湧

水
の
存
在
自
体
が
景
観
か
ら
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
大
き
く
影
響
し
て
い
よ

う
。
し
か
し
、
現
地
調
査
で
村
落
の
水
資
源
利
用
の
聞
き
書
き
を
行
う
と
、
農
業
や

生
活
用
水
と
し
て
利
用
さ
れ
た
湧
水
に
ま
つ
わ
る
話
を
伺
う
こ
と
は
多
く
、
記
録
類

や
景
観
に
そ
の
姿
を
と
ど
め
て
い
な
く
と
も
、
現
地
で
生
活
す
る
人
々
の
記
憶
の
中

に
今
も
生
き
続
け
て
い
る
。

　

如
上
の
研
究
状
況
か
ら
、
湧
水
の
存
在
を
捨
象
し
て
前
近
代
村
落
で
の
農
業
開
発

に
お
け
る
水
資
源
利
用
を
論
ず
る
こ
と
は
、
そ
の
実
像
と
か
け
離
れ
た
も
の
と
な
っ

て
し
ま
う
可
能
性
を
孕
む
。
文
献
史
学
の
立
場
か
ら
、
地
域
の
農
業
開
発
の
な
か
で

湧
水
の
あ
り
方
を
位
置
づ
け
る
作
業
は
、
重
要
な
課
題
な
の
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
本
稿
は
、
近
江
国
甲
賀
郡
柏
木
御
厨
故
地
（
現
滋
賀
県
甲
賀
市
水
口
町
）

を
事
例
に
、
前
近
代
村
落
で
の
農
業
開
発
に
お
け
る
湧
水
利
用
の
実
態
を
検
討
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
。
当
該
地
域
は
、
琵
琶
湖
の
湖
南
に
位
置
し
、
鈴
鹿
峠
を
水
源

と
す
る
野
洲
川
の
中
流
域
右
岸
に
あ
り
、
今
も
野
洲
川
か
ら
取
水
す
る
灌
漑
用
水
が

地
域
の
主
た
る
水
源
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
当
該
地
の
近
世
史
（
資
）
料
を
調

査
す
る
に
、
水
口
町
植
村
に
て
近
世
農
業
開
発
に
お
け
る
湧
水
利
用
の
実
態
を
濃
厚

に
示
す
、
寛
政
一
三
年
（
一
八
〇
一
）
作
成
の
「
江
州
甲
賀
郡
酒
人
村
与
植
村
水
論

立
会
絵
図
」（「
植
区
有
文
書
」、
水
口
歴
史
民
俗
資
料
館
保
管
）
と
い
う
水
論
絵
図

を
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
絵
図
の
内
容
を
分
析
す
る
こ
と
で
、
先
の
課
題
で

あ
る
、
前
近
代
村
落
の
農
業
開
発
に
お
け
る
多
水
源
に
依
拠
し
た
複
合
的
な
水
資
源

図 1　柏木御厨関係地図（国土地理院発行　水口 1/2500 を使用）

泉

北脇

林口
柏木神社

美濃部氏

野
州

川

野

州
川

酒人
植

宇田
山中氏

図 1　柏木御厨関係地図
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利
用
の
実
態
に
迫
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
な
お
本
絵
図
に
つ
い
て
、
筆
者
は

す
で
に
研
究
助
成
報
告
書
（
詳
細
は
後
述
）
お
よ
び
別
稿
に
て
そ
の
存
在
に
言
及
し

て
お
り（

（
（

、
こ
れ
ら
は
本
稿
と
密
接
に
関
わ
る
。
そ
れ
ゆ
え
先
の
既
発
表
論
稿
と
や
や

重
複
す
る
記
述
も
あ
る
が
、
本
絵
図
を
専
論
と
し
て
扱
う
も
の
は
本
稿
が
初
め
て
で

あ
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
一
通
の
水
論
絵
図
を
繙
く
こ
と
で
、
水
資
源
を
め
ぐ
る
紛

争
の
経
過
お
よ
び
原
因
、
そ
し
て
係
争
関
連
地
で
実
施
し
た
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を

踏
ま
え
た
農
業
開
発
で
の
湧
水
利
用
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

一　

対
象
地
域
の
概
要
と
調
査
の
経
緯

　

ま
ず
、
調
査
対
象
フ
ィ
ー
ル
ド
で
あ
る
近
江
国
甲
賀
郡
柏
木
御
厨
故
地
に
つ
い
て

先
行
研
究
に
従
い
つ
つ
概
観
し
て
い
こ
う（

（
（

。
当
地
で
は
中
世
に
伊
勢
神
宮
領
柏
木
御

厨
が
成
立
し
、
そ
の
領
域
は
柏
木
本
郷
（
近
世
村
の
宇
田
・
林
口
・
北
脇
・
名
坂
・

松
尾
）
と
酒
人
郷
（
近
世
村
の
植
・
酒
人
・
泉
）、
野
洲
川
氾
濫
原
の
沖
積
低
地
内

に
あ
る
宇
治
河
原
保
（
近
世
村
の
氏
河
原
）、
ま
た
地
理
的
に
や
や
離
れ
た
中
山
間

部
の
上
山
村
郷
（
近
世
村
の
上
山
）・
中
山
村
郷
（
近
世
村
の
中
山
）・
下
山
村
郷

（
近
世
村
の
下
山
）
か
ら
な
る
（【
図
1
】
参
照
）。
当
該
地
に
は
現
地
荘
官
の
系
譜

を
引
く
在
地
領
主
山
中
氏
や
伴
氏
・
美
濃
部
氏
な
ど
が
拠
点
を
置
き
領
主
支
配
を
そ

れ
ぞ
れ
展
開
し
、
戦
国
期
に
は
同
名
中
・
三
方
中
・
郡
中
惣
と
呼
ば
れ
る
領
主
層
で

構
成
さ
れ
る
地
域
組
織
体
が
存
在
し
在
地
紛
争
等
の
解
決
に
あ
た
っ
て
い
た（

（1
（

。
近
世

村
落
が
一
七
世
紀
後
半
か
ら
生
ま
れ
て
く
る
と
、「
甲
賀
古
士
」
と
称
す
る
侍
身
分

を
持
つ
有
力
者
が
、
現
地
で
独
自
の
地
位
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
ま
た
各

村
落
の
う
ち
宇
田
・
林
口
・
北
脇
・
泉
・
植
・
酒
人
の
六
ヶ
村
は
、「
柏
木
庄
」
と

呼
ば
れ
る
結
合
を
近
世
以
降
も
保
持
し
て
い
た
。
近
代
に
な
る
と
明
治
期
に
町
村
制

施
行
に
伴
い
、
宇
田
・
北
脇
・
酒
人
・
植
・
泉
・
名
坂
の
近
世
村
は
柏
木
村
と
し
て

合
併
さ
れ
て
い
る
。
戦
時
中
は
柏
木
村
は
水
口
町
に
編
入
さ
れ
る
が
、
戦
後
に
な
る

と
一
時
期
分
離
し
て
再
び
水
口
町
に
編
入
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
水
口
町
内
の
宇
田
・
植
・

酒
人
と
い
う
大
字
と
し
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　

水
口
平
野
部
で
の
水
資
源
利
用
に
つ
い
て
は
、
村
田
修
三
が
圃
場
整
備
以
前
の
水

利
灌
漑
の
復
原
を
行
っ
て
お
り
、
野
洲
川
か
ら
取
水
さ
れ
る
「
一
ノ
井
」「
二
ノ
井
」

の
幹
線
用
水
路
の
存
在
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る（

（1
（

。
当
該
地
の
圃
場
整
備
事
業
は
二

〇
〇
六
年
に
完
了
し
、
現
在
は
野
洲
川
の
水
口
頭
首
工
か
ら
水
柏
用
水
幹
線
水
路
・

柏
木
支
線
水
路
・
貴
生
川
支
線
水
路
の
三
つ
が
引
か
れ
水
口
町
の
野
洲
川
両
岸
地
域

を
灌
漑
す
る
。
し
か
し
、
か
か
る
事
業
は
既
存
の
灌
漑
用
水
体
系
を
利
用
し
、
そ
れ

ら
の
水
供
給
を
補
完
す
る
も
の
と
い
う
意
味
合
い
が
強
い
た
め
、
従
来
の
基
幹
用
水

路
「
一
ノ
井
」「
二
ノ
井
」
は
今
も
利
用
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。
こ
の
二
つ
の
用
水
路
は
、

近
世
史
料
で
は
二
つ
を
合
わ
せ
て
「
あ
や
の
井
」（
綾
野
井
）
と
呼
ば
れ
、
中
世
ま

で
遡
り
う
る
こ
と
が
村
田
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
こ
の
ほ
か
野
洲
川
取

水
の
用
水
路
に
は
、
宇
田
・
酒
人
を
養
う
野
上
（
神
）
井
や
酒
人
を
養
う
前
田
井
が

存
在
し
て
い
た
こ
と
も
近
世
絵
図
・
史
料
か
ら
窺
え
る
。
綾
野
井
（
一
ノ
井
・
二
ノ

井
）・
野
上
井
・
前
田
井
は
近
世
史
（
資
）
料
に
お
い
て
そ
の
水
利
慣
行
や
開
削
や

管
理
方
法
、
水
論
な
ど
を
具
体
的
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
近
世
に
お
け
る
当
該
地

で
の
水
田
耕
作
は
、
綾
野
井
の
用
水
路
に
よ
っ
て
多
く
が
賄
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

中
世
以
来
、
野
洲
川
か
ら
引
水
さ
れ
る
河
川
灌
漑
が
主
た
る
用
水
と
こ
れ
ま
で
理
解

さ
れ
て
き
て
い
る（

（1
（

。

　

だ
が
、
当
該
フ
ィ
ー
ル
ド
で
か
つ
て
二
〇
〇
〇
年
～
〇
五
年
に
日
本
大
学
・
東
京

学
芸
大
学
・
悪
党
研
究
会
の
合
同
で
実
施
さ
れ
た
現
地
調
査
で
は
、
湧
水
の
存
在
が

現
地
の
聞
き
書
き
調
査
で
多
く
記
録
さ
れ
て
お
り
、
一
ノ
井
・
二
ノ
井
の
用
水
秩
序

よ
り
も
、
当
該
地
の
水
資
源
利
用
で
は
湧
水
が
よ
り
人
々
の
生
活
に
密
着
し
て
い
た

様
子
が
窺
え
る
。
こ
れ
ら
の
調
査
成
果
は
河
川
灌
漑
の
み
で
柏
木
御
厨
故
地
の
地
域

的
特
質
を
説
明
し
た
村
田
修
三
の
見
解
に
対
し
、
修
正
を
迫
る
も
の
で
あ
ろ
う（

（1
（

。
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そ
こ
で
、
か
か
る
先
行
す
る
現
地
調
査
の
成
果
を
継
承
し
、
筆
者
は
こ
れ
ま
で
当

該
地
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
、
二
〇
一
八
年
度
公
益
財
団
法
人
国
土
地
理
協
会
学
術
研
究

助
成
（
研
究
課
題
「
圃
場
整
備
地
域
の
景
観
復
原
技
法
確
立
と
地
域
実
践
─
滋
賀
県

甲
賀
市
水
口
町
の
前
近
代
水
資
源
開
発
と
社
会
集
団
の
関
わ
り
か
ら
─
」（
研
究
代

表
：
渡
邊
浩
貴
））、
お
よ
び
二
〇
一
九
年
度
公
益
財
団
法
人
ク
リ
タ
水
・
環
境
科
学

振
興
財
団
国
内
研
究
助
成
（
研
究
課
題
「
G
I
S
を
用
い
た
前
近
代
村
落
社
会
の
水

環
境
と
「
紛
争
・
共
生
」
に
関
す
る
歴
史
学
的
研
究
─
滋
賀
県
甲
賀
市
水
口
町
に
お

け
る
水
利
灌
漑
の
復
原
作
業
を
通
じ
て
─
」（
研
究
代
表
：
渡
邊
浩
貴
））
の
交
付
を

受
け
、
二
〇
一
八
年
か
ら
調
査
を
開
始
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大

に
よ
っ
て
活
動
を
休
止
し
た
二
〇
二
〇
年
二
月
に
至
る
ま
で
、
主
に
中
世
領
主
の
甲

賀
郡
山
中
氏
が
本
拠
を
形
成
し
た
宇
田
・
植
・
酒
人
地
区
を
選
定
し
、
資
料
調
査
お

写真 1　「江州甲賀郡酒人村与植村水論立会絵図」全図

写真 2　裏書部分
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よ
び
水
利
灌
漑
調
査
を
実
施
し
、
成
果
報
告
を
行
っ
た（

（1
（

。
当
該
調
査
の
聞
き
書
き
で

も
、
先
行
す
る
現
地
調
査
と
同
様
に
多
く
の
湧
水
に
ま
つ
わ
る
証
言
が
得
ら
れ
、
さ

ら
に
こ
う
し
た
証
言
を
裏
付
け
る
よ
う
に
、
水
口
歴
史
民
俗
資
料
館
で
実
施
し
た

「
植
区
有
文
書
」
の
資
料
調
査
で
は
区
有
文
書
三
一
点
の
な
か
か
ら
、
冒
頭
で
示
し

た
湧
水
に
ま
つ
わ
る
寛
政
一
三
年
（
一
八
〇
一
）
正
月
「
江
州
甲
賀
郡
酒
人
村
与
植

村
水
論
立
会
絵
図
」（「
植
区
有
文
書
」
二
四
号
）
と
い
う
水
論
絵
図
を
発
見
す
る
に

至
っ
た
の
で
あ
る
（【
写
真
1
・
2
】
参
照
）。

二　

水
論
絵
図
「
江
州
甲
賀
郡
酒
人
村
与
植
村

水
論
立
会
絵
図
」
に
つ
い
て

（
1
）
資
料
的
性
格

　

本
絵
図
は
、
裏
書
部
分
の
記
載
に
よ
る
と
、

植
村
と
酒
人
村
間
で
勃
発
し
た
水
論
に
際
し
、

寛
政
一
三
年
に
紛
争
当
事
者
間
の
立
ち
会
い
に

よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
、
双
方
の
連
印
が

捺
さ
れ
た
旨
が
記
さ
れ
る
。
絵
図
に
は
宇
田
・

植
・
酒
人
の
二
ノ
井
に
よ
っ
て
灌
漑
さ
れ
る

「
柏
木
」
内
の
三
ヶ
村
が
書
き
上
げ
ら
れ
、
当

事
者
で
あ
る
植
村
・
酒
人
村
の
集
落
は
そ
れ
ぞ

れ
緑
色
・
朱
色
で
着
色
さ
れ
て
書
き
分
け
ら
れ
、

用
水
路
や
水
源
地
が
水
色
で
着
色
さ
れ
る
。
こ

の
絵
図
は
奉
行
所
が
出
し
た
享
和
三
年
（
一
八

〇
四
）
一
一
月
一
六
日
「
酒
人
村
・
植
村
用
水

出
入
御
裁
許
御
請
書
」（「
植
区
有
文
書
」
一
七

号
）
を
み
る
と
、
植
村
に
対
し
「
則
立
会
絵
図

写真 3　調査風景①

写真 4　調査風景②

之
趣
ニ
而
も
」
と
奉
行
所
が
返
答
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
絵
図
が
裁
判
関
係
の
具
書

と
し
て
奉
行
所
へ
提
出
さ
れ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
同
様
の
絵
図
面
が
「
酒
人
区

有
文
書
」
に
も
所
収
さ
れ
て
い
る
た
め
、
植
村
・
酒
人
村
両
村
で
の
水
論
が
勃
発
し

た
際
に
、
奉
行
所
へ
訴
え
出
る
た
め
の
絵
図
を
両
村
立
ち
会
い
で
現
地
で
作
成
し
、

紛
争
当
事
者
の
間
で
、
合
意
の
と
れ
た
内
容
（
あ
く
ま
で
も
現
況
の
用
水
体
系
や
耕

地
景
観
・
集
落
な
ど
を
記
載
す
る
に
と
ど
め
る
）
を
絵
図
と
し
て
と
も
に
作
成
し
た

こ
と
に
な
ろ
う
。

　

た
だ
し
、
当
然
な
が
ら
係
争
地
に
お
け
る
主
張
は
両
村
で
一
致
を
見
て
い
る
わ
け
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写真 5　植村によって用水路筋が貼紙で加えられている箇所

写真 6　植村によって湧水地での新たな取水口が貼紙で加えられている箇所
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で
は
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
紛
争
に
お
け
る
植
村
側
の
主
張
内
容
が
本
絵
図
に
一
六

枚
の
貼
紙
と
し
て
付
さ
れ
（
資
料
整
理
の
た
め
、
便
宜
的
に
貼
紙
①
～
⑯
の
番
号
を

筆
者
が
振
っ
た
）、
そ
れ
ぞ
れ
文
末
に
は
「
植
村
申
上
」
と
の
文
言
が
記
載
さ
れ
る

（【
写
真
3
・
4
】）。
ま
た
ベ
ー
ス
と
な
る
絵
図
面
に
記
載
さ
れ
た
在
々
所
々
の
用
水

路
に
対
し
て
貼
紙
で
加
除
を
行
う
な
ど
、
植
村
側
の
作
為
も
施
さ
れ
て
い
る
（【
写

真
5
・
6
】）。
裁
判
所
へ
提
出
す
る
も
と
と
な
る
絵
図
面
は
植
村
・
酒
人
村
両
村
立

ち
会
い
で
作
成
し
つ
つ
、
提
出
に
際
し
て
は
そ
れ
ぞ
れ
の
主
張
内
容
が
貼
紙
を
付
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
表
さ
れ
た
の
で
あ
る
。「
植
区
有
文
書
」
所
収
の
本
絵
図
は
、
奉

行
所
提
出
の
控
え
と
し
て
現
地
に
所
蔵
さ
れ
残
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

以
下
、
水
論
絵
図
の
ト
レ
ー
ス
図
（【
図
2
】）
お
よ
び
翻
刻
を
掲
出
す
る
。

（
2
）
翻
刻

○
江
州
甲
賀
郡
酒
人
村
与
植
村
水
論
立
会
絵
図

［
裏
書
部
分
］

表
書
絵
図
面
之
双
方
立
合
相
認
候
処
、

相
違
無
御
座
候
ニ
付
、
双
方
連
印
仕
奉
差
上
候
、

　

寛
政
十
三
酉
正
月　
　
　
　
　

江
州
甲
賀
郡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

酒
人
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　

庄
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　

年
寄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

植
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　

右
断

［
貼
紙
部
分
］

①
此
井
筋
者
林
口
村
・
宇
田
村
・
北
脇
村
・
泉
村
・
植
村
五
ヶ
村
之
養
水
ニ
而
、
井

手
浚
ハ
植
村
一
村
よ
り
堀
登
り
、
植
村
御
高
之
内
、
六
拾
石
之
養
水
ニ
引
取
来
り
、

酒
人
村
高
之
内
六
拾
石
之
養
水
ニ
引
取
候
義
者
無
御
座
、
前
々
ゟ
五
ヶ
村
養
水
ニ

紛
無
御
座
候
、
植
村
申
上
、

②
字
ど
ん
ど
、
此
井
筋
南
江
流
水
仕
、
酒
人
村
高
之
内
四
百
石
之
養
水
ニ
引
取
来
り
、

川
床
ゟ
木
五
本
重
ね
五
尺
之
瀧
ニ
成
り
、
上
幅
壱
丈
弐
尺
八
寸
在
之
、
此
分
水
場
所

普
請
之
節
、
宇
田
村
・
植
村
・
酒
人
村
三
ヶ
村
立
合
ニ
而
、
人
足
・
竹
木
等
ハ
地
頭

所
ゟ
被
下
置
、
普
請
成
来
之
上
者
、
水
口
御
役
人
様
御
見
分
在
之
候
、
尤
渇
水
之
節

者
、
右
三
ヶ
村
水
分
仕
候
ニ
昼
九
ツ
時
ゟ
夜
九
ツ
時
迄
宇
田
村
へ
養
水
引
取
、
夜
九

ツ
時
ゟ
昼
九
ツ
時
迄
ハ
植
村
御
高
之
内
弐
百
石
⊡＼
酒分
ハ
北
ノ
川
高
縄
手
川
へ
分
水
仕

人
村
高
之
内
四
百
石
之
養⊡

水

ニ
引
取
、
右
刻
限
之
通
三
ヶ
村
立
合
分
水
仕
来
、
酒
人
村
ハ
此
所
ニ
而
右
四
百
石
之

養
水
ト
西
之
方
野
上
井
ニ
而
拾
八
石
、
前
田
井
ニ
而
弐
百
石
都
合
六
百
拾
八
石
之

養
水
引
取
候
得
者
、
村
高
ゟ
十
八
石
之
養
水
過
分
ニ
相
成
申
候
、
植
村
申
上
候
、

③
北
ノ
川
字
高
縄
手
与
申
、
此
井
筋
幅
六
尺
五
寸
ニ
而
川
床
ニ
鋪
石
を
以
分
量
在
之
、

植
村
御
高
之
内
弐
百
石
之
養
水
ニ
引
取
来
り
候
故
、
井
手
浚
之
義
も
植
村
幷
宇
田

村
両
村
ゟ
堀
登
リ
他
村
へ
相
至
リ
候
、
井
筋
ニ
而
者
一
切
無
之
候
処
、
酒
人
村
ゟ

高
八
拾
四
石
之
養
水
之
旨
申
立
候
得
共
、
相
違
之
義
ニ
而
酒
人
村
高
八
拾
四
石
之

田
地
者
、
字
青
井
将
軍
地
与
申
而
西
之
方
ニ
字
永
こ
ろ
と
か
申
井
筋
ゟ
養
水
引
取

来
候
義
ニ
相
違
無
御
座
候
、
植
村
申
上
候
、

④
植
村
領
御
高
之
内
六
十
石
養
水
・
餘
水
之
義
者
此
所
へ
流
水
仕
候
、
植
村
申
上
、

⑤
字
せ
ゝ
な
け
、
此
溝
筋
字
ミ
と
ろ
之
沢
之
東
之
方
迄
流
水
仕
、
纔
計
田
地
を
養
ひ

来
リ
、
溝
上
ハ
村
方
呑
水
等
ニ
も
相
用
ひ
、
字
ミ
と
ろ
之
沢
中
江
之
水
漬
縁
者
無

之
候
故
、
酒
人
村
へ
分
水
可
仕
義
ハ
毛
頭
無
之
処
、
酒
人
村
ゟ
此
溝
を
堀
登
り
候

様
申
立
候
得
共
、
酒
人
村
へ
掛
リ
候
溝
筋
ニ
而
ハ
無
之
候
、
堀
登
り
候
道
理
無
御

座
候
、
植
村
申
上
、

⑥
此
沢
中
ニ
せ
□（

き
）溜
在
之
候
者
、
此
邊
田
地
之
養
水
ニ
相
懸
り
候
、
せ
き
ニ
而
不
用

之
節
ハ
切
落
し
置
候
処
、
酒
人
村
養
水
之
た
め
ニ
せ
き
有
之
候
様
申
立
候
得
共
、
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図 2　トレース図

図 3　水論関係地図

3
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都
而
此
余
水
ハ
他
村
之
養
水
ニ
可
致
所
に
て
ハ
一
切
無
之
候
、
植
村
申
上
、

⑦
字
ミ
と
ろ
之
沢
之
義
者
、
植
村
御
高
畝
歩
付
之
内
ニ
而
田
地
中
ニ
落
窪
下
田
荒
水

つ
き
ニ
而
、
自
清
水
涌
出
候
故
、
沢
際
田
地
水
つ
き
ニ
不
相
成
様
溜
畔
在
来
候
得

共
、
随
分
土
砂
こ
も
こ
も
等
ニ
而
端
々
よ
り
埋
ミ
行
ニ
ハ
田
地
ニ
取
立
可
申
場
所

ニ
而
御
座　（

候
脱
カ
）
故
、
右
沢
中
へ
溝
筋
を
落
し
迚
可
申
所
ニ
而
者
一
切
無
之
、
右
場
所
ニ

付
年
々
地
頭
所
ゟ
人
夫
・
竹
木
等
被
下
、
御
地
頭
普
請
所
ニ
而
右
沢
際
田
地
養
水

ニ
仕
候
、
餘
水
ハ
落
合
川
筋
へ
落
し
来
候
義
ニ
而
、
酒
人
村
之
養
水
ニ
可
致
義
ハ

毛
頭
無
御
座
候
、
植
村
申
上
候
、

⑧
此
所
絵
図
之
通
ニ
而
井
筋
切
候
在
之
、
一
円
田
地
ニ
而
井
溝
形
一
切
無
御
座
候
所

ニ
而
御
座
候
、
植
村
申
上
、

⑨
字
ミ
と
ろ
之
沢
溜
畔
弐
ヶ
所
之
義
者
、
前
々
ゟ
在
来
リ
地
頭
所
御
普
請
場
所
ニ
而

人
夫
・
竹
木
等
被
下
候
義
ニ
御
座
候
処
、
四
年
仍

〈
マ
マ
〉前
三
年
酒
人
村
の
も
の
共
罷

越
、
右
溜
畔
弐
ヶ
所
を
堀
壊
テ
植
村
田
地
ひ
へ
ぬ
き
、
大
渕
・
小
清
水
へ
向
水
引

取
候
様
仕
成
候
付
難
相
済
、
如
元
溜
畔
弐
ヶ
所
築
立
置
、
又
御
手
差
不
仕
様
其
節

意
趣
及
出
入
候
処
、
御
地
頭
所
へ
御
引
渡
ニ
相
成
候
砌
、
仲
人
へ
取
扱
被　

仰
付
、

右
溜
畔
弐
ヶ
所
者
在
来
候
義
ニ
付
、
仲
人
ゟ
御
地
頭
所
へ
申
上
候
処
、
御
地
頭
所

御
三
方
御
立
会
に
て
、
弥
在
来
如
元
ニ
築
立
置
候
様
、
被　

仰
付
候
義
ニ
御
座
候
、

植
村
申
上
、

⑩
字
小
清
水
と
申
田
地
之
ひ
へ
ぬ
き
ニ
而
、
溝
筋
井
筋
ヶ
間
敷
も
の
ニ
而
者
一
切
無

之
候
、

⑪
此
所
絵
図
酒
人
村
ゟ
溝
筋
無
之
趣
ニ
申
立
候
得
共
、
前
々
ゟ
溝
筋
在
来
候
て
相
違

無
之
候
、
植
村
申
上
、

⑫
此
所
新
切
通
シ
ト
酒
人
村
ゟ
申
立
候
得
共
、
古
来
ゟ
之
田
地
水
戸
口
ニ
而
在
来
候

義
御
座
候
、
植
村
申
上
、

⑬
此
所
絵
図
井
溝
者
一
切
無
之
、
一
円
田
地
ニ
御
座
候
、
植
村
申
上
、

⑭
植
村
領
御
高
之
内
弐
百
石
之
養
水
・
餘
水
之
義
者
、
此
所
へ
流
水
仕
候
、
植
村
申

上
、

⑮
前
田
井
、
酒
人
村
高
之
内
弐
百
石
之
養
水
ニ
御
座
候
、

⑯
此
井
筋
酒
人
村
領
字
永
こ
ろ
と
か
申
而
、
酒
人
村
高
之
内
八
拾
四
石
青
井
将
軍
地

と
申
田
地
之
養
水
ハ
、
前
々
ゟ
此
井
筋
ニ
而
養
ひ
来
り
候
ニ
相
違
無
之
處
、
此
井

筋
下
モ
別
絵
図
弐
枚
之
通
井
筋
漬
キ
有
之
候
を
、
去
ル
辰
年
埋
ミ
置
翌
年
ミ
と
ろ

之
沢
よ
り
水
引
取
候
様
目
論
見
仕
候
義
ニ
御
座
候
、
植
村
申
上
、

三　

紛
争
内
容
と
湧
水
の
存
在

　

そ
れ
で
は
、
水
論
に
お
け
る
植
村
の
主
張
を
貼
紙
記
載
内
容
に
即
し
て
検
討
し
て

い
く
。
そ
の
主
張
内
容
を
大
別
す
る
と
、
野
洲
川
よ
り
取
水
す
る
幹
線
用
水
路
「
二

ノ
井
」
の
水
利
権
と
、
植
村
・
酒
人
村
間
に
形
成
さ
れ
て
い
た
湧
水
池
の
利
用
を
め

ぐ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
以
下
、
貼
紙
番
号
順
に
見
て
い
こ
う
（
水
論
関
係
地
名
に
つ

い
て
は
【
図
3
】
参
照
）。

（
1
）
二
ノ
井
の
水
利
権

　

水
論
絵
図
の
な
か
で
最
初
に
係
争
地
と
し
て
貼
紙
が
集
中
す
る
場
所
は
、
野
洲
川

か
ら
取
水
さ
れ
た
二
ノ
井
が
宇
田
村
東
側
で
分
岐
す
る
「
二
又
」「
ど
ん
ど
」
地
点

で
あ
る
。
宇
田
・
植
・
酒
人
を
灌
漑
す
る
基
幹
用
水
路
の
井
堰
付
近
に
貼
紙
①
②
③

が
付
さ
れ
て
い
る
（【
写
真
7
】）。

　

絵
図
に
は
墨
色
で
用
水
の
受
益
村
に
林
口
・
宇
田
・
北
脇
・
植
・
泉
・
酒
人
の
六

ヶ
村
が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
し
か
し
貼
紙
①
に
記
さ
れ
る
植
村
の
主
張
は
異
な
っ

て
い
る
。「
二
又
」
か
ら
分
岐
す
る
二
ノ
井
の
受
益
村
は
林
口
村
・
宇
田
村
・
北
脇

村
・
泉
村
・
植
村
の
五
ヶ
村
で
あ
り
、「
酒
人
村
高
之
内
六
拾
石
之
養
水
ニ
引
取
候

義
者
無
御
座
、
前
々
ゟ
五
ヶ
村
養
水
ニ
紛
無
御
座
候
」
と
あ
る
よ
う
に
、
当
該
用
水
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路
に
は
本
来
的
に
酒
人
村
は
受
益
者
と
し
て
加
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
を
述
べ
る
。
こ

の
「
二
又
」
で
分
岐
し
泉
村
に
至
る
二
ノ
井
用
水
路
は
、
近
世
で
は
一
ノ
井
・
二
ノ

井
を
総
称
す
る
綾
野
井
に
含
ま
れ
る
も
の
だ
が
、
近
代
で
は
「
甲
賀
郡
北
脇
村
地
誌
」

内
の
川
項
目
に
「
古
街
道
川
水
源
横
田
川
ノ
流
ヲ
分
チ
、
本
郡
宇
田
村
ヨ
リ
流
レ
、

宇
田
村
・
植
村
界
ヲ
シ
テ
泉
村
界
ニ
流
ル
」
と
あ
る（

（1
（

。「
横
田
川
」
と
は
野
洲
川
を

指
し
て
お
り
、
こ
の
「
古
街
道
川
」
が
「
二
又
」
か
ら
分
岐
し
泉
村
へ
至
る
用
水
路

に
相
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
「
二
又
」
か
ら
少
し
南
下
し
た
二
ノ
井
の
分
岐
点
に
あ
た
る
「
ど
ん
ど
」
に

も
貼
紙
②
が
見
え
る
。
そ
の
内
容
に
は
、
ま
ず
「
川
床
ゟ
木
五
本
重
ね
五
尺
之
瀧
ニ

成
り
、
上
幅
壱
丈
弐
尺
八
寸
在
之
、
此
分
水
場
所
普
請
之
節
宇
田
村
・
植
村
・
酒
人

村
三
ヶ
村
立
合
ニ
而
、
人
足
・
竹
木
等
ハ
地
頭
所
ゟ
被
下
置
、
普
請
成
来
之
上
者
、

水
口
御
役
人
様
御
見
分
在
之
候
」
と
、「
ど
ん
ど
」
に
は
井
堰
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、

木
を
横
に
並
べ
て
瀧
を
作
っ
て
井
堰
と
す
る
灌
漑
施
設
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
維
持
・
管
理
に
つ
い
て
は
受
益
者
で
あ
る
宇
田
・
植
・
酒
人
で
そ
れ
ぞ
れ
人
足

や
資
材
を
投
じ
て
負
担
し
て
い
た
。
さ
ら
に
、「
尤
渇
水
之
節
者
右
三
ヶ
村
水
分
仕

候
ニ
昼
九
ツ
時
ゟ
夜
九
ツ
時
迄
宇
田
村
へ
養
水
引
取
、
夜
九
ツ
時
ゟ
昼
九
ツ
時
迄
ハ

植
村
御
高
之
内
弐
百
石
⊡＼
酒分
ハ
北
ノ
川
高
縄
手
川
へ
分
水
仕

人
村
高
之
内
四
百
石
之
養⊡

水
ニ
引
取
、
右
刻
限
之
通
三

ヶ
村
立
合
分
水
仕
来
、
酒
人
村
ハ
此
所
ニ
而
右
四
百
石
之
養
水
ト
西
之
方
野
上
井
ニ

而
拾
八
石
、
前
田
井
ニ
而
弐
百
石
都
合
六
百
拾
八
石
之
養
水
引
取
候
得
者
、
村
高
ゟ

十
八
石
之
養
水
過
分
ニ
相
成
申
候
」
と
あ
り
、
渇
水
時
の
取
水
制
限
も
取
り
決
め
ら

れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
し
、
酒
人
村
に
関
し
て
は
、
こ
の
「
ど
ん
ど
」
か

ら
分
水
す
る
用
水
路
の
外
に
も
野
洲
川
取
水
の
野
上
井
・
前
田
井
か
ら
の
灌
漑
用
水

の
受
益
も
あ
る
た
め
、
過
分
の
用
水
（
村
高
よ
り
も
一
八
石
オ
ー
バ
ー
）
を
得
て
い

る
と
植
村
は
主
張
す
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
「
ど
ん
ど
」
か
ら
分
岐
す
る
二
ノ
井
用
水
路
に
つ
い
て
、
国
土
地
理
院
の
地

理
院
地
図
「
治
水
地
形
分
類
図
」（
更
新
版
二
〇
〇
七
年
～
二
〇
二
〇
年
）
を
用
い

て
地
形
環
境
に
着
目
す
る
と
、
野
洲
川
右
岸
部
の
完
新
世
段
丘
面
と
野
洲
川
氾
濫
平

野
の
ち
ょ
う
ど
境
目
に
あ
た
る
段
丘
崖
下
に
沿
う
よ
う
に
し
て
流
れ
て
い
る
。
か
つ

て
村
田
修
三
は
、
中
世
文
書
群
「
山
中
文
書
」
の
山
中
高
俊
の
年
欠
「
当
知
行
目
録

案（
（1
（

」
で
所
領
四
至
に
「
古
河
」
と
し
て
登
場
す
る
も
の
が
二
ノ
井
（
後
述
す
る
「
酒

人
用
水
」
を
指
す
）
の
前
身
に
相
当
し
、
や
が
て
文
安
五
年
（
一
四
四
八
）
九
月
一

一
日
「
室
町
幕
府
将
軍
家
御
教
書
案（

（1
（

」
に
出
て
く
る
「
酒
人
用
水
」
と
同
一
の
も
の

と
指
摘
し
て
い
る（

（1
（

。「
ど
ん
ど
」
分
岐
の
二
ノ
井
が
野
洲
川
の
旧
河
道
で
あ
り
氾
濫

平
野
に
立
地
す
る
点
、
ま
た
植
村
と
若
干
の
認
識
が
異
な
れ
ど
も
酒
人
村
の
基
幹
用

水
と
な
っ
て
い
る
点
を
踏
ま
え
る
に
、
こ
の
用
水
路
が
中
世
の
「
酒
人
用
水
」
に
当

た
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

同
じ
く
字
「
ど
ん
ど
」
よ
り
分
水
し
て
植
村
集
落
に
い
た
る
用
水
路
に
は
貼
紙
③

が
付
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
主
張
内
容
は
「
北
ノ
川
字
高
縄
手
与
申
、
此
井
筋
幅
六
尺

五
寸
ニ
而
川
床
ニ
鋪
石
を
以
分
量
在
之
」
と
、「
北
ノ
川
」
と
呼
ば
れ
川
床
に
は
敷

石
が
施
さ
れ
る
用
水
路
の
利
用
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
も
「
植
村
御
高
之

内
弐
百
石
之
養
水
ニ
引
取
来
り
候
故
、
井
手
浚
之
義
も
植
村
幷
宇
田
村
両
村
ゟ
堀
登

リ
他
村
へ
相
至
リ
候
井
筋
ニ
而
者
一
切
無
之
候
処
、
酒
人
村
ゟ
高
八
拾
四
石
之
養
水

之
旨
申
立
候
得
共
、
相
違
之
義
ニ
而
」
と
、
植
村
は
こ
の
用
水
路
は
あ
く
ま
で
も
宇

田
村
・
植
村
だ
け
し
か
灌
漑
し
な
い
用
水
路
で
あ
っ
て
、
決
し
て
酒
人
村
ま
で
灌
漑

す
る
用
水
路
で
は
な
い
と
主
張
し
、「
酒
人
村
高
八
拾
四
石
之
田
地
者
、
字
青
井
将

軍
地
与
申
而
西
之
方
ニ
字
永
こ
ろ
と
か
申
井
筋
ゟ
養
水
引
取
来
候
義
ニ
相
違
無
御
座

候
」
と
あ
る
よ
う
に
、
酒
人
村
の
用
水
は
小
字
「
青
井
将
軍
地
」
や
小
字
「
永
こ
ろ
」

か
ら
の
井
溝
で
灌
漑
し
て
い
る
と
い
う
。
植
村
は
、
あ
く
ま
で
も
酒
人
村
に
北
ノ
川

の
受
益
権
は
な
い
旨
を
主
張
す
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
貼
紙
は
二
ノ
井
の
長
距
離
用
水
路
に
関
す
る
各
井
溝
で
の
水
資
源
利
用
に
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対
す
る
植
村
側
の
主
張
で
あ
り
、
上
流
・
下
流
に
位
置
す
る
村
落
の
水
論
と
い
う
一

般
的
な
紛
争
を
示
し
て
い
よ
う
。
た
だ
し
、
貼
紙
⑤
以
降
に
な
る
と
、
今
度
は
植
村
・

酒
人
村
の
間
で
さ
ら
に
詳
細
な
水
資
源
利
用
に
関
す
る
紛
争
で
あ
る
こ
と
が
分
か

る
。

（
2
）
湧
水
群
「
み
ど
ろ
の
沢
」
の
存
在

　

水
論
絵
図
の
な
か
で
最
も
貼
紙
が
集
中
す
る
場
所
が
、
ひ
と
き
わ
目
立
つ
よ
う
に

描
か
れ
て
い
る
植
村
と
酒
人
村
の
境
の
「
み
ど
ろ
の
沢
」
と
い
う
地
で
あ
る
（【
写

真
8
】）。
当
該
地
に
は
係
争
関
連
の
貼
紙
⑤
～
⑭
ま
で
付
さ
れ
る
。
こ
の
場
所
を
先

と
同
様
に
国
土
地
理
院
の
地
理
院
地
図
（
電
子
国
土
W
e
b
）「
治
水
地
形
分
類
図
」

お
よ
び
「
自
分
で
つ
く
る
色
別
標
高
図
」
を
用
い
て
見
て
み
る
と
、
植
村
・
宇
田
村

か
ら
酒
人
村
の
標
高
一
五
七
メ
ー
ト
ル
の
地
で
大
き
く
谷
状
に
東
側
へ
窪
ん
だ
場
所

が
見
ら
れ
る
。
こ
の
窪
地
は
野
洲
川
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
旧
河
道
で
あ
り
、
当
該

地
が
絵
図
で
示
さ
れ
る
「
み
ど
ろ
の
沢
」
に
該
当
す
る
。

　

貼
紙
⑤
に
は
植
村
の
小
字
「
せ
せ
な
げ
」
で
の
用
水
利
用
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

ま
ず
「
字
せ
ゝ
な
け
、
此
溝
筋
字
ミ
と
ろ
之
沢
之
東
之
方
迄
流
水
仕
、
纔
計
田
地
を

養
ひ
来
リ
、
溝
上
ハ
村
方
呑
水
等
ニ
も
相
用
ひ
」
と
あ
り
、
植
村
南
側
よ
り
「
み
ど

ろ
の
沢
」
東
側
へ
至
る
井
溝
が
植
村
の
わ
ず
か
な
田
地
を
灌
漑
し
、
そ
の
上
流
で
は

飲
用
水
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
こ
の
小
字
「
せ
せ
な
げ
」
の
用
水
は
、

前
節
で
確
認
し
た
二
ノ
井
幹
線
用
水
路
を
「
ど
ん
ど
」「
二
又
」
で
分
岐
す
る
河
川

灌
漑
と
は
異
な
り
、
小
字
「
三
ツ
谷
」
の
地
点
を
起
点
と
す
る
井
溝
で
あ
る
。
当
地

は
谷
地
名
が
冠
せ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、「
治
水
地
形
分
類
図
」
で
も
植
村
と
宇
田

村
の
間
に
は
谷
地
形
が
存
在
し
、
植
村
の
段
丘
崖
下
に
こ
の
「
三
ツ
谷
」
が
存
在
す

る
。
つ
ま
り
「
せ
せ
な
げ
」
の
井
溝
は
、
地
形
環
境
か
ら
「
三
ツ
谷
」
と
い
う
小
支

谷
か
ら
滲
出
す
る
湧
水
を
利
用
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
判
断
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
続

い
て
植
村
は
「
字
ミ
と
ろ
之
沢
中
江
之
水
漬
縁
者
無
之
候
故
、
酒
人
村
へ
分
水
可
仕

義
ハ
毛
頭
無
之
処
、
酒
人
村
ゟ
此
溝
を
堀
登
り
候
様
申
立
候
得
共
、
酒
人
村
へ
掛
リ

候
溝
筋
ニ
而
ハ
無
之
候
、
堀
登
り
候
道
理
無
御
座
候
」
と
述
べ
、「
せ
せ
な
げ
」
か

ら
の
湧
水
が
「
み
ど
ろ
の
沢
」
に
流
入
し
て
い
な
い
た
め
、
酒
人
村
の
用
水
利
用
と

は
一
切
関
係
な
く
、
同
村
か
ら
申
し
立
て
の
あ
っ
た
「
せ
せ
な
げ
」
の
井
溝
改
修
の

要
求
を
退
け
る
。
関
連
し
て
貼
紙
⑧
で
は
「
せ
せ
な
げ
」
か
ら
の
井
溝
が
「
み
ど
ろ

の
沢
」
東
側
手
前
で
切
れ
て
お
り
流
入
の
事
実
が
な
い
こ
と
を
再
度
主
張
し
て
い
る
。

　

貼
紙
⑥
「
此
沢
中
ニ
せ
□（

き
）溜
在
之
候
者
、
此
邊
田
地
之
養
水
ニ
相
懸
り
候
、
せ
き

ニ
而
不
用
之
節
ハ
切
落
し
置
候
処
、
酒
人
村
養
水
之
た
め
ニ
せ
き
有
之
候
様
申
立
候

得
共
、
都
而
此
余
水
ハ
他
村
之
養
水
ニ
可
致
所
に
て
ハ
一
切
無
之
候
」
を
み
る
に
、

「
み
ど
ろ
の
沢
」
は
西
側
を
堰
き
止
め
て
溜
め
池
と
す
る
場
合
も
あ
り
、
堰
を
切
り

落
と
し
て
排
水
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
っ
た
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
「
み

ど
ろ
の
沢
」
の
水
資
源
を
他
村
が
利
用
す
る
こ
と
を
想
定
し
た
も
の
で
は
な
い
と
い

う
。
こ
の
「
み
ど
ろ
の
沢
」
は
湧
水
が
涌
く
場
所
で
あ
り
、
貼
紙
⑦
で
は
「
字
ミ
と

ろ
之
沢
之
義
者
、
植
村
御
高
畝
歩
付
之
内
ニ
而
田
地
中
ニ
落
窪
下
田
荒
水
つ
き
ニ
而
、

自
清
水
涌
出
候
故
」
と
記
さ
れ
る
。
こ
の
「
み
ど
ろ
の
沢
」
で
は
貼
紙
⑤
の
主
張
内

容
と
同
様
に
植
村
に
よ
る
田
地
へ
の
引
水
が
さ
れ
て
い
た
。
貼
紙
に
は
以
下
「
沢
際

田
地
水
つ
き
ニ
不
相
成
様
溜
畔
在
来
候
得
共
、
随
分
土
砂
こ
も
こ
も
等
ニ
而
端
々
よ

り
埋
ミ
行
ニ
ハ
田
地
ニ
取
立
可
申
場
所
ニ
而
御
座　（

候
脱
カ
）

故
、
右
沢
中
へ
溝
筋
を
落
し
迚
可

申
所
ニ
而
者
一
切
無
之
、
右
場
所
ニ
付
年
々
地
頭
所
ゟ
人
夫
・
竹
木
等
被
下
、
御
地

頭
普
請
所
ニ
而
右
沢
際
田
地
養
水
ニ
仕
候
、
餘
水
ハ
落
合
川
筋
へ
落
し
来
候
義
ニ
而
、

酒
人
村
之
養
水
ニ
可
致
義
ハ
毛
頭
無
御
座
候
」
と
続
く
。「
み
ど
ろ
の
沢
」
の
水
源

地
を
利
用
し
て
植
村
は
耕
地
開
発
を
進
め
て
お
り
、
同
水
源
地
か
ら
西
側
の
酒
人
村

へ
引
水
す
る
事
実
が
な
い
こ
と
を
主
張
す
る
。
か
か
る
植
村
の
主
張
は
、
貼
紙
⑩
に

て
「
字
小
清
水
と
申
田
地
之
ひ
へ
ぬ
き
ニ
而
、
溝
筋
井
筋
ヶ
間
敷
も
の
ニ
而
者
一
切



− 72 −

神奈川県立博物館研究報告−人文科学−第48号（2022年2月）

無
之
候
」
と
あ
り
、
酒
人
村
へ
引
水
す
る
井
溝
が
存
在
し
な
い
と
す
る
。

　

右
記
の
よ
う
に
、「
み
ど
ろ
の
沢
」
は
湧
水
地
と
し
て
認
識
さ
れ
植
村
は
堰
き
止

め
て
溜
池
化
す
る
な
ど
の
用
水
・
治
水
を
目
的
と
し
て
利
用
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え

よ
う
。「
み
ど
ろ
の
沢
」
は
小
字
「
み
ど
ろ
」
の
地
名
と
し
て
現
在
で
も
残
っ
て
お

り
、
現
地
で
も
水
源
跡
地
に
い
く
つ
か
の
湧
水
点
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
地
形

環
境
と
合
わ
せ
か
つ
て
は
複
数
の
湧
水
点
の
集
合
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
水
源
地
で

あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
（【
写
真
9
～
12
】）。
植
村
に
よ
る
と
、
こ
う
し
た
水
源
地

の
余
水
は
、
貼
紙
④
で
は
泉
村
へ
、
貼
紙
⑭
で
は
「
ど
ん
ど
」
で
分
岐
し
た
氾
濫
原

の
段
丘
崖
を
沿
う
二
ノ
井
用
水
の
分
水
路
に
落
ち
る
の
で
あ
っ
て
、
酒
人
へ
は
引
水

さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
。
ま
た
貼
紙
⑯
で
は
、
も
と
も
と
酒
人
村
の
田
地
へ
の
用
水

は
小
字
「
永
こ
ろ
」
か
ら
の
井
溝
で
賄
っ
て
い
た
が
、
近
年
同
井
溝
が
潰
れ
た
た
め

に
こ
れ
を
埋
め
、
代
わ
り
に
水
源
地
「
み
ど
ろ
の
沢
」
か
ら
の
引
水
を
目
論
む
よ
う

に
な
っ
た
と
い
う
。
こ
の
「
永
こ
ろ
」
は
先
の
「
ど
ん
ど
」
か
ら
の
二
ノ
井
分
水
か

ら
引
か
れ
て
い
る
。
以
上
の
貼
紙
を
通
じ
、
植
村
は
水
源
地
「
み
ど
ろ
の
沢
」
へ
の

酒
人
村
の
水
資
源
利
用
の
す
べ
て
を
否
定
す
る
の
で
あ
る
。

四　

湧
水
紛
争
に
み
る
水
資
源
開
発
の
実
相

（
1
）
湧
水
紛
争
の
帰
結

　

如
上
の
水
論
は
京
都
町
奉
行
所
か
ら
裁
許
が
下
っ
て
い
る
。
以
下
該
当
部
分
を
掲

出
す
る
。

【
史
料
Ａ
】
享
和
三
年
一
一
月
一
六
日
「
酒
人
村
・
植
村
用
水
出
入
御
裁
許
御
請
書
」

（「
植
区
有
文
書
」
一
七
号
、
該
当
箇
所
抜
粋
）

「
酒
人
村
江
」

植
村
領
内
み
と
ろ
之
沢
之
涌
水
者
、
其
方
共
領
内
八
拾
四
石
之
用
水
ニ
極
リ
有

之
事
ニ
候
て
、
是
迄
共
右
沢
筋
浚
等
可
致
慥
如
証
拠
も
可
有
之
処
無
其
義
、
植

村
ゟ
其
方
共
領
内
ニ
右
田
地
江
掛
リ
候
溝
筋
有
之
と
申
立
候
、
字
長
ご
ろ
と
申

所
者
無
之
、
右
ハ
鳥
井
元
と
申
所
ニ
而
、
右
之
場
所
ニ
溝
筋
者
無
之
、
埋
候
義

も
不
致
旨
、
其
方
共
申
立
候
得
共
、
数
年
来
八
拾
石
余
も
養
来
候
田
地
ニ
不
取

留
、
他
領
之
涌
水
を
目
当
ニ
い
た
し
、
外
ニ
用
水
筋
相
立
無
之
而
者
不
叶
儀
、

既
ニ
溝
筋
有
無
申
争
ひ
候
得
共
、
外
之
田
地
江
之
水
掛
リ
之
障
リ
も
不
構
、
勝

手
儘
ニ
井
筋
等
容
易
ニ
埋
候
義
ハ
在
之
間
敷
義
、
全
鳥
井
元
ハ
立
会
絵
図
之
趣

ニ
而
ハ
、
其
方
共
田
地
と
植
村
田
地
堀
ニ
而
南
之
方
ゟ
之
井
筋
も
在
之
候
得
ハ
、

右
鳥
井
元
江
掛
リ
溝
筋
漬
モ
在
之
場
所
与
相
見
候
、
然
ル
上
ハ
、
外
之
田
地
江

之
障
リ
ニ
不
相
成
様
い
た
し
、
右
鳥
井
元
エ
井
筋
相
立
テ
候
様
可
致
、
其
余
植

村
領
み
と
ろ
之
沢
ゟ
流
出
之
水
も
、
植
村
ハ
上
郷
之
儀
ニ
付
、
い
つ
れ
ニ
下
郷

江
流
可
落
水
之
儀
ニ
付
、
無
仰
下
テ
遣
候
て
申
分
□
有
之
間
敷
事
候
、
然
ル
上

ハ
、
以
来
者
他
領
江
猥
ニ
□
徒
外
之
義
共
致
間
敷
候
、

「
植
村
江
」

其
方
共
儀
も
灯
明
田
之
内
、
み
と
ろ
之
沢
江
流
シ
出
候
溝
筋
并
南
之
方
井
溝
共

無
之
、
埋
候
義
も
不
致
旨
申
張
候
得
共
、
い
つ
れ
之
田
地
ニ
而
も
畔
噯
之
水
口

者
可
有
之
処
、
灯
明
田
者
川
上
ミ
ふ
り
之
井
筋
灯
明
田
限
リ
ニ
而
、
井
筋
留
リ

候
道
理
無
之
、
い
つ
れ
ニ
下
モ
江

（
マ
ヽ
）可
流
落
義
ニ
而
、
南
之
方
井
溝
も
外
々
江
之

水
掛
リ
も
不
構
勝
手
儘
ニ
井
筋
等
容
易
ニ
埋
候
義
も
有
之
間
敷
義
、
則
立
会
絵

図
之
趣
ニ
而
も
全
右
田
地
之
内
ゟ
み
と
ろ
之
沢
江
流
出
候
溝
筋
有
之
、
場
所
与

相
見
江
候
間
、
外
之
田
地
江
之
障
リ
ニ
不
成
様
い
た
し
、
右
灯
明
田
之
内
ゟ
溝

筋
、
并
南
之
方
溝
共
井
筋
相
立
テ
候
様
可
致
候
、
然
ル
上
ハ
、
自
ら
い
つ
れ
ニ

下
郷
江
可
流
落
義
ニ
付
、
是
又
無
仰
下
テ
遣
流
末
之
大
渕
、
小
清
水
之
義
も
水

入
用
ニ
も
無
之
迚
、
他
江
流
出
候
溝
口
、
勝
手
儘
ニ
堰
留
等
不
致
、
水
行
宜
敷

い
た
し
可
遣
候
、
右
之
通
、
双
方
共
相
心
得
耕
作
其
外
共
差
支
不
申
様
可
致
候
、
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写真 7　小字「二又」「どんど」の分水箇所

写真 8　みどろの沢の箇所
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京
都
町
奉
行
所
で
は
主
に
水
源
地

「
み
ど
ろ
の
沢
」
の
利
用
が
審
理
さ

れ
て
お
り
、
植
村
・
酒
人
村
双
方
の

主
張
が
容
れ
ら
れ
る
か
た
ち
で
裁
許

が
下
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
ず
酒
人
村
に
対
し
て
、
貼
紙
⑯

で
植
村
が
主
張
し
た
よ
う
に
小
字

「
永
こ
ろ
」
の
井
溝
は
埋
め
ら
れ
、

小
字
「
鳥
井
元
」
の
井
溝
が
「
み
ど

ろ
の
沢
」
か
ら
不
正
に
引
水
さ
れ
て

い
る
事
実
が
指
摘
さ
れ
る
も
、
水
源

地
か
ら
の
利
用
が
他
の
田
地
灌
漑
の

妨
げ
に
な
ら
な
い
限
り
認
め
ら
れ
て

い
る
。
ま
た
植
村
に
対
し
て
は
、

「
み
ど
ろ
の
沢
」
か
ら
植
村
内
の
田

地
（
裁
許
状
で
は
「
灯
明
田
」）
へ

引
水
す
る
た
め
の
井
溝
が
あ
り
、
こ

れ
ら
の
井
溝
を
通
じ
て
湧
水
が
下
流

で
あ
る
酒
人
村
へ
落
と
さ
れ
る
こ
と

は
必
然
で
あ
っ
て
、
上
流
で
あ
る
同
村
が
「
み
ど
ろ
の
沢
」
を
堰
き
止
め
て
下
流
に

あ
る
酒
人
村
の
利
用
を
妨
げ
て
は
な
ら
な
い
旨
が
述
べ
ら
れ
る
。

　

寛
政
一
三
年
（
一
八
〇
一
）
に
勃
発
し
た
植
村
・
酒
人
村
間
の
水
論
は
、
複
数
の

湧
水
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
水
源
地
「
み
ど
ろ
の
沢
」
が
係
争
地
と
し
て
ク
ロ
ー
ズ

ア
ッ
プ
さ
れ
、
そ
の
水
資
源
利
用
を
め
ぐ
っ
て
両
村
間
で
熾
烈
な
法
廷
闘
争
へ
と
発

展
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
近
世
以
降
、
野
洲
川
取
水
の
一
ノ
井
・
二
ノ
井
の
受
益

村
間
で
は
水
論
は
絶
え
間
な
く
発
生
し
て
お
り
、
現
地
に
多
く
の
水
論
史
（
資
）
料

が
残
さ
れ
て
い
る（

（2
（

。
そ
れ
ら
の
な
か
で
も
、
湧
水
を
め
ぐ
る
紛
争
は
本
件
が
管
見
の

限
り
唯
一
の
事
例
で
あ
る
。
本
件
の
水
論
を
経
て
、
植
村
・
酒
人
村
間
で
は
湧
水
地

に
お
け
る
水
資
源
利
用
に
方
法
が
取
り
決
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、
こ
れ
ま
で
明
確

化
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
湧
水
利
用
に
つ
い
て
、
紛
争
解
決
の
過
程
で
新
た
な
資
源
配

分
の
ル
ー
ル
が
設
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

写真 9　みどろの沢故地 1

写真 10　みどろの沢故地 2
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（
2
）
湧
水
紛
争
の
背
景

　

で
は
、
な
ぜ
今
回
の
よ
う
な
、
二
ノ
井
の
用
水
路
だ
け
で
は
な
く
水
源
地
ま
で
を

紛
争
対
象
と
す
る
水
論
が
勃
発
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
要
因
に
つ
い
て
以
前
筆

者
は
、
寛
政
二
年
（
一
七
九
〇
）
で
の
「
世
間
一
統
及
旱
魃
」
や（

（2
（

、
寛
政
六
年
・
九

年
と
断
続
的
に
大
旱
魃
が
水
口
を
襲
い
一
ノ
井
・
二
ノ
井
が
干
上
が
っ
て
し
ま
う
事

態
に
直
面
し
て
い
た
こ
と（

（2
（

、
な
ど
の
事
例
か
ら
当
該
地
で
断
続
的
に
発
生
し
た
旱
魃

に
よ
る
野
洲
川
取
水
量
の
減
少
を
指

摘
し
た（

（2
（

。
そ
し
て
、
従
来
の
水
論
で

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
こ
な
か
っ

た
湧
水
が
係
争
地
に
ま
で
な
っ
て
い

る
点
に
、
当
該
期
に
発
生
し
た
旱
魃

の
在
地
社
会
に
与
え
た
影
響
の
深
刻

度
を
見
通
し
た
。

　

右
記
で
示
し
た
紛
争
背
景
は
、
災

害
と
い
う
外
的
要
因
に
基
づ
く
説
明

で
あ
る
が
、
在
地
で
進
展
し
た
水
資

源
開
発
の
動
向
を
考
え
合
わ
せ
る

と
、
今
度
は
内
的
な
要
因
も
見
え
て

く
る
。
次
の
史
料
を
見
て
み
よ
う
。

【
史
料
Ｂ
】
享
保
三
（
一
七
一
八
）

年
四
月
「
乍
恐
口
上
書
（
水
口
新
開

と
綾
井
村
々
争
論
）」（「
植
区
有
文

書
」
一
二
号
、
該
当
箇
所
抜
粋
）

去
酉
之
年
御
当
地
川
表
ニ
新
田

開
発
有
之
、
則
水
掛
リ
之
義
字
名
綾
井
弐
筋
之
井
水
ゟ
取
可
申
与
被
申
候
、
然

処
綾
井
之
義
ハ
宇
田
村
・
植
村
・
酒
人
村
・
北
脇
村
・
泉
村
・
林
口
村
右
六
ヶ

村
高
四
千
弐
百
七
拾
石
余
江
掛
リ
申
用
水
ニ
而
御
座
候
へ
ハ
、
末
々
迄
ハ
水
届

兼
申
候
処
、
今
以
川
原
新
田
江
水
分
申
候
而
ハ
、
弥
不
足
仕
大
切
之
田
地
日
損

可
仕
与
難
儀
千
万
ニ
奉
存
、
右
之
趣
御
訴
訟
申
上
度
段
、
去
春
中
御
触
本
中
迄

切
々
御
断
申
□

（
上
ヵ
）処

、
当
年
ハ
志
ハ
〳
〵
開
発
も
無
之
候
間
、
先
見
合
申
様
ニ
と
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御
座
候
ニ
付
、
差
ひ
か
へ
罷
有
候
、
然
処
当
春
ニ
至
リ
大
分
ニ
開
発
出
来
申
ニ

付
、
弥
井
水
不
足
可
仕
与
迷
惑
至
極
ニ
奉
存
、
乍
恐
御
訴
訟
申
上
候
、
右
之
通

ニ
御
座
候
得
者
、
綾
井
用
水
新
田
江
少
も
取
□

（
不
カ
）被
申
候
様
ニ
、
被
為　

仰
付
被

下
候
ハ
ヾ
難
有
可
奉
存
候
、
以
上

　

右
は
植
村
・
酒
人
村
連
名
に
よ
っ
て
京
都
町
奉
行
所
に
提
出
さ
れ
た
申
状
で
、
内

容
は
沖
積
平
野
部
で
の
新
田
開
発
（「
川
原
新
田
」）
が
進
ん
だ
結
果
、
一
ノ
井
・
二

ノ
井
の
既
存
の
用
水
路
か
ら
も
当
該
田
地
へ
引
水
す
る
必
要
が
生
じ
た
た
め
、
受
益

村
を
養
う
は
ず
の
用
水
の
水
量
が
不
足
す
る
事
態
に
陥
っ
て
い
る
と
い
う
。
新
田
開

発
で
耕
地
面
積
が
拡
大
し
て
も
、
そ
れ
を
灌
漑
す
る
水
量
は
依
然
と
し
て
野
洲
川
取

水
の
河
川
灌
漑
の
み
に
依
拠
し
て
い
る
た
め
に
、
そ
れ
ら
の
水
量
を
よ
り
多
く
の
耕

地
で
配
分
す
る
必
要
が
生
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
か
か
る
事
態
は
水
口
だ
け

で
な
く
野
洲
川
流
域
全
体
の
問
題
へ
と
発
展
し
て
い
く
。
文
政
元
年
（
一
八
一
八
）

の
「
訴
状
（
土
山
宿
等
川
上
の
新
田
開
発
差
止
）」
で
は
、
野
洲
川
中
流
域
の
土
山

宿
で
進
展
し
た
新
田
開
発
の
結
果
、「
三
・
四
十
ヶ
年
以
前
ま
で
ハ
十
四
・
五
日
・

廿
日
迄
之
旱
魃
ニ
ハ
大
躰
水
き
れ
不
申
、
池
掛
り
之
百
性（

姓
）井
掛
り
ハ
結
構
成
御
田
地

与
被
申
候
所
、
只
今
ニ
而
者
池
掛
り
ゟ
五
・
七
日
も
先
へ
渇
水
仕
候
、
此
義
ハ
少
々

ツ
ヽ
ニ
而
も
川
上
ニ
新
田
出
来
候
故
」
と
述
べ
ら
れ
る（

（2
（

。
三
・
四
〇
年
前
ま
で
は
溜

池
灌
漑
よ
り
も
多
く
の
水
量
を
誇
り
、
か
つ
二
○
日
程
度
ま
で
の
旱
魃
で
も
干
上
が

ら
な
か
っ
た
野
洲
川
が
、
こ
こ
最
近
で
は
溜
池
よ
り
も
早
く
干
上
が
っ
て
し
ま
う
よ

う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
水
口
で
の
新
田
開
発
は
一
八
世
紀
頃
よ

り
開
始
さ
れ
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
井
溝
が
設
置
さ
れ
る
の
で
用
水
路
網
は
細
分
化
・

稠
密
化
し
て
い
く
。
耕
地
拡
大
は
結
果
と
し
て
地
域
に
水
不
足
の
問
題
を
引
き
起
こ

し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る（

（2
（

。

　

ま
た
、
水
利
権
も
新
田
開
発
に
よ
り
複
雑
性
を
帯
び
て
い
く
。
例
え
ば
美
濃
部
村

と
宇
田
村
領
内
に
新
設
さ
れ
た
氏
河
原
村
の
新
田
開
発
地
専
用
の
用
水
路
「
兼
ヶ
尻

榎
井
」「
茨
井
」（
い
ず
れ
も
野
洲
川
か
ら
取
水
す
る
河
川
灌
漑
用
水
路
）
は
、
旱
魃

時
の
利
用
が
氏
河
原
村
の
み
に
限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
（「
渇
水
之
節
ハ
前
々

ゟ
氏
川
原
村
へ
取
来
候
事
」）、
新
田
開
発
の
進
展
と
と
も
に
水
利
権
も
分
割
さ
れ
て

い
く
事
例
も
み
ら
れ
る（

（2
（

。
つ
ま
り
開
発
耕
地
の
拡
大
に
よ
っ
て
水
資
源
の
分
配
な
ど

の
水
利
秩
序
も
錯
綜
し
複
雑
化
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
河
川
灌
漑
用
水
路

が
す
べ
て
野
洲
川
を
水
源
と
し
て
い
る
以
上
、
渇
水
時
に
は
少
な
い
水
量
を
め
ぐ
っ

て
、
既
存
の
水
利
秩
序
の
違
反
行
為
と
し
て
様
々
な
紛
争
が
発
生
す
る
の
は
火
を
見

る
よ
り
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
新
田
開
発
に
と
も
な
う
既
存
水
利
秩
序
の
細
分
化
と

複
雑
化
と
い
っ
た
内
的
要
因
、
そ
し
て
旱
魃
に
よ
る
野
洲
川
の
水
量
減
少
と
い
う
外

的
要
因
が
重
な
っ
た
結
果
、
当
該
地
の
水
論
は
よ
り
深
刻
な
問
題
と
な
り
、
つ
い
に

は
湧
水
利
用
を
め
ぐ
る
紛
争
に
ま
で
発
展
し
た
の
で
あ
る
。
本
件
の
紛
争
は
極
め
て

構
造
的
な
問
題
に
よ
っ
て
惹
起
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

（
3
）
湧
水
利
用
の
実
態

　

今
回
の
水
論
で
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
湧
水
群
「
み
ど
ろ
の
沢
」
で
は
、
植
村

に
と
っ
て
は
水
源
地
付
近
の
灯
明
田
を
灌
漑
す
る
用
水
と
し
て
、
ま
た
酒
人
村
に
と

っ
て
は
領
内
耕
作
地
の
主
た
る
用
水
と
し
て
の
役
割
を
有
し
て
お
り
、
湧
水
灌
漑
に

よ
る
水
資
源
開
発
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
水
論
絵
図
に
は
「
み
ど
ろ
の
沢
」
か

ら
伸
び
る
複
数
の
用
水
井
溝
が
確
認
で
き
、
貼
紙
⑫
で
植
村
は
「
古
来
ゟ
之
田
地
水

戸
口
ニ
而
在
来
候
義
御
座
候
」
と
水
源
地
取
水
口
付
近
に
耕
作
地
が
あ
っ
た
こ
と
を

主
張
す
る
。
当
該
地
で
の
湧
水
灌
漑
は
以
前
か
ら
行
わ
れ
て
き
た
も
の
だ
っ
た
の
で

あ
る
。

　
「
み
ど
ろ
の
沢
」
付
近
を
流
れ
る
河
川
灌
漑
用
水
路
の
二
ノ
井
も
、
こ
う
し
た
湧

水
と
け
っ
し
て
無
関
係
で
は
な
か
っ
た
。
現
地
調
査
で
は
宇
田
村
内
に
小
字
「
澤
」
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や
小
字
「
中
頃
」
で
湧
水
点
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た（

（2
（

。
こ
れ
ら
に
は
小
字
「
ど

ん
ど
」
で
段
丘
崖
下
に
沿
い
な
が
ら
分
流
す
る
二
ノ
井
が
流
れ
て
お
り
、
河
川
灌
漑

だ
け
で
な
く
湧
水
に
よ
る
水
量
増
加
も
見
込
ま
れ
て
井
溝
が
設
け
ら
れ
て
い
た
の
で

あ
ろ
う
。
さ
ら
に
宇
田
村
集
落
内
に
あ
る
伝
山
中
氏
屋
敷
跡
付
近
の
小
字
「
清
水
」

に
も
ち
ょ
う
ど
湧
水
点
が
あ
り
、
こ
れ
は
「
グ
ル
リ
」
と
い
う
井
溝
が
存
在
し
て
伝

山
中
氏
屋
敷
跡
を
灌
漑
し
て
集
落
内
を
流
れ
、
先
の
段
丘
崖
下
の
二
ノ
井
に
落
ち
て

酒
人
村
へ
流
れ
て
い
く
。
宇
田
村
・
植
村
・
酒
人
村
の
水
資
源
利
用
は
、
確
か
に
河

川
灌
漑
の
二
ノ
井
が
貫
流
し
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
て
は
い
る
が
、
そ
の
実
は
複

数
の
湧
水
点
に
よ
り
水
量
が
補
わ
れ
、
湧
水
の
排
水
も
二
ノ
井
を
通
じ
て
行
わ
れ
て

い
た
の
で
あ
る
。
二
ノ
井
に
つ
い
て
、
元
和
八
年
（
一
六
二
二
）
に
宇
田
村
と
氏
河

原
村
で
起
き
た
水
論
で
、
氏
河
原
村
は
綾
野
井
の
う
ち
の
二
ノ
井
に
つ
い
て
「
宇
田

村
之
田
地
ハ
あ
や
の
井
丈
夫
ニ
御
座
候
ニ
付
、
な
に
た
る
日
て
り
ニ
も
宇
田
村
之
田

地
ニ
あ
ま
り
下
之
郷
へ
参
候
」
と
、
宇
田
村
の
二
ノ
井
は
日
照
り
で
も
水
量
が
衰
え

な
い
こ
と
を
主
張
す
る（

（2
（

。
た
び
た
び
生
じ
る
旱
魃
の
な
か
、
二
ノ
井
用
水
が
宇
田
村

分
で
は
「
あ
ま
り
」
と
い
う
状
態
に
な
る
の
は
、
や
は
り
複
数
の
湧
水
点
の
存
在
に

よ
る
水
量
の
増
加
が
想
定
で
き
よ
う
。

　

水
口
平
野
部
、
と
く
に
伊
勢
神
宮
領
柏
御
厨
故
地
の
主
要
部
を
構
成
す
る
近
世
村

の
北
脇
村
・
林
口
村
・
泉
村
・
宇
田
村
・
植
村
・
酒
人
村
に
つ
い
て
は
、
村
田
修
三

の
研
究
を
基
調
に
河
川
灌
漑
を
主
要
な
水
資
源
開
発
の
形
態
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
き

た（
（2
（

。
圃
場
整
備
事
業
が
完
了
し
た
現
在
で
は
、
も
は
や
河
川
灌
漑
し
か
現
況
景
観
か

ら
窺
い
知
る
こ
と
は
で
き
ず
、
一
見
す
る
と
先
の
理
解
に
対
し
疑
問
を
差
し
挟
む
余

地
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
水
論
絵
図
を
手
が
か
り

に
縷
々
明
ら
か
に
し
て
き
た
よ
う
に
、
当
該
地
の
、
少
な
く
と
も
二
ノ
井
の
受
益
村

に
つ
い
て
は
河
川
灌
漑
の
み
で
成
り
立
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
は
明
白
で
あ

ろ
う
。
水
論
絵
図
で
み
た
水
源
地
「
み
ど
ろ
の
沢
」
で
は
複
数
の
井
溝
が
設
け
ら
れ

植
村
・
酒
人
村
間
で
湧
水
灌
漑
が
行
わ
れ
て
い
た
。
ま
た
野
洲
川
取
水
の
二
ノ
井
は
、

河
川
か
ら
の
取
水
だ
け
で
な
く
地
形
環
境
に
よ
っ
て
生
じ
た
湧
水
点
を
包
摂
し
な
が

ら
水
量
を
増
幅
さ
せ
、
か
つ
上
流
部
の
湧
水
に
よ
っ
て
生
じ
た
余
水
を
下
流
へ
流
す

作
用
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
二
ノ
井
受
益
村
で
の
水
資
源
利
用
は
、
河
川
灌
漑

と
複
数
の
湧
水
点
な
い
し
湧
水
群
に
基
づ
く
湧
水
灌
漑
と
い
う
、
多
水
源
に
依
存
し

た
利
用
形
態
を
示
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
は
用
水
と
排
水
を
担
う
相
互
補
完
的
な
関
係

で
あ
っ
た
。

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
近
世
村
落
の
湧
水
紛
争
の
実
例
を
示
す
水
論
絵
図
を
題
材
に
、
他
の

近
世
史
料
や
聞
き
書
き
な
ど
の
現
地
調
査
成
果
を
踏
ま
え
、
可
能
な
限
り
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
を
用
い
て
実
態
に
即
し
な
が
ら
紛
争
の
経
緯
を
復
元
し
て
き
た
。
そ
の
結

果
、
河
川
灌
漑
の
二
ノ
井
だ
け
で
な
く
、
湧
水
ま
で
を
も
係
争
地
と
し
た
紛
争
勃
発

の
背
景
に
、
当
該
期
の
旱
魃
に
加
え
、
野
洲
川
流
域
で
進
展
し
た
新
田
開
発
の
結
果

生
じ
た
過
剰
な
水
資
源
分
配
に
よ
る
水
量
の
枯
渇
と
い
う
構
造
的
要
因
が
あ
っ
た
こ

と
を
指
摘
し
得
た
。
ま
た
、
河
川
灌
漑
を
主
た
る
水
資
源
と
し
て
き
た
二
ノ
井
受
益

村
の
農
業
開
発
が
、
実
態
と
し
て
は
先
の
水
論
絵
図
と
同
様
に
湧
水
へ
の
依
存
度
が

高
く
、
河
川
灌
漑
と
湧
水
灌
漑
の
多
水
源
に
依
存
し
、
か
つ
用
排
水
を
両
者
で
補
う

と
い
う
相
互
補
完
関
係
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
た
こ
と
も
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の

成
果
を
勘
案
し
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

湧
水
の
保
全
が
叫
ば
れ
る
現
代
に
お
い
て
、
湧
水
と
は
や
や
も
す
る
と
現
代
人
が
、

失
わ
れ
つ
つ
あ
る
過
去
の
自
然
景
観
や
生
活
に
対
す
る
あ
る
種
の
郷
愁
や
憧
憬
を
抱

く
対
象
と
し
て
ば
か
り
捉
え
ら
れ
て
い
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
う
し
た
認
識
を
否
定
す

る
つ
も
り
は
な
い
が
、
し
か
し
本
稿
で
み
た
近
世
村
落
で
の
湧
水
開
発
と
紛
争
の
事

例
に
鑑
み
る
に
、
湧
水
の
存
在
は
在
地
の
人
々
に
と
っ
て
農
業
開
発
の
基
盤
と
な
る
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必
要
不
可
欠
な
水
資
源
で
あ
り
、
そ
の
喪
失
は
極
め
て
切
実
な
問
題
で
あ
っ
た
こ
と

が
窺
え
る
の
で
あ
る
。

　

以
前
、
同
様
の
水
論
絵
図
を
用
い
つ
つ
中
世
段
階
の
水
資
源
開
発
に
言
及
し
た
際
、

筆
者
は
地
域
の
水
資
源
開
発
を
各
時
期
の
開
発
段
階
（
溜
池
灌
漑
や
河
川
灌
漑
、
干

拓
や
築
堤
な
ど
）
を
段
階
的
で
は
な
く
重
層
的
に
積
み
重
な
り
な
が
ら
そ
れ
ぞ
れ
複

合
的
に
利
用
さ
れ
る
存
在
と
し
て
理
解
す
る
必
要
性
を
述
べ
た（

（3
（

。
そ
れ
ら
の
開
発
段

階
は
、
発
展
史
の
な
か
で
克
服
さ
れ
淘
汰
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
く
、
幾
重
に
も

重
な
り
な
が
ら
も
（
と
き
に
規
模
を
縮
小
さ
せ
形
を
変
え
な
が
ら
も
）
現
在
に
至
る

地
域
の
農
業
開
発
と
そ
の
景
観
を
形
作
っ
て
い
く
の
で
あ
り
、
そ
の
基
層
に
あ
る
の

が
湧
水
灌
漑
な
の
で
あ
る
。
本
稿
で
示
し
た
河
川
灌
漑
と
湧
水
灌
漑
の
相
互
補
完
関

係
に
基
づ
く
水
資
源
利
用
も
、
構
造
的
に
み
る
な
ら
ば
、
そ
の
基
層
に
湧
水
灌
漑
が

あ
っ
た
と
想
定
で
き
る
。

　

冒
頭
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
湧
水
、
と
く
に
そ
の
農
業
開
発
へ
の
利
用
に
つ
い
て

は
文
献
史
（
資
）
料
に
ど
う
し
て
も
残
り
づ
ら
い
。
古
代
・
中
世
と
も
な
れ
ば
な
お

さ
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
大
規
模
な
開
発
を
と
も
な
う
訳
で
も
、
ま
た
広
域
な
政
治
権

力
を
必
要
と
す
る
訳
で
な
く
、
生
活
者
で
あ
る
在
地
住
人
た
ち
に
と
っ
て
極
め
て
密

接
な
存
在
だ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
文
字
と
し
て
記
録
す
る
必
要
が
な
か
っ
た
か
ら

で
あ
る
。
し
か
し
、
熾
烈
な
水
資
源
を
め
ぐ
る
紛
争
で
は
、
そ
う
し
た
湧
水
も
係
争

地
と
し
て
表
面
化
し
、
資
源
分
配
の
地
域
秩
序
の
な
か
に
包
摂
さ
れ
て
い
く
。
そ
の

契
機
を
示
す
も
の
が
、
本
稿
で
取
り
上
げ
た
湧
水
紛
争
と
も
呼
べ
る
近
世
水
論
絵
図

な
の
で
あ
る
。

　

前
近
代
村
落
で
の
農
業
開
発
や
歴
史
的
に
形
成
さ
れ
て
き
た
諸
社
会
集
団
の
存
立

を
検
討
す
る
上
で
、
多
様
な
水
資
源
利
用
の
実
態
、
と
く
に
従
来
十
分
な
研
究
が
さ

れ
て
こ
な
か
っ
た
湧
水
の
存
在
は
も
っ
と
意
識
さ
れ
、
そ
の
利
用
の
意
義
を
地
域
史

の
な
か
に
定
位
さ
れ
る
作
業
が
一
層
求
め
ら
れ
よ
う
。
今
後
も
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

を
駆
使
し
つ
つ
、
地
域
資
料
の
断
片
か
ら
埋
も
れ
て
き
た
湧
水
の
実
像
を
探
っ
て
い

き
た
い
。

註（
1
）
寶
月
圭
吾
『
中
世
灌
漑
史
の
研
究
』（
目
黒
書
店
、
一
九
五
〇
年
（
初
出
一
九
四
三
年
））。

（
2
） 

中
村
吉
治
『
中
世
社
會
の
研
究
』（
河
出
書
房
、
一
九
三
九
年
）。

（
3
）
そ
の
他
、
農
業
史
の
喜
多
村
俊
夫
『
日
本
灌
漑
水
利
慣
行
の
史
的
研
究　

総
論
編
』（
岩
波
書

店
、
一
九
五
〇
年
）
を
参
照
。

（
4
）
香
月
洋
一
郎
『
景
観
の
な
か
の
暮
ら
し
─
生
産
領
域
の
民
俗
─
』（
未
來
社
、
一
九
八
三
年
）

を
参
照
。

（
5
）
高
橋
圭
吾
「
近
世
葛
城
山
北
麓
に
お
け
る
多
水
源
の
灌
漑
と
水
利
慣
行
」（『
歴
史
地
理
学
』

二
三
五
、
二
〇
〇
七
年
）、
同
「
近
世
に
お
け
る
水
論
の
類
型
化
─
奈
良
盆
地
東
部
山
麓
の
場

合
─
」（『
人
文
地
理
』
六
二
─
一
、
二
〇
一
〇
年
）。

（
6
）
か
か
る
指
摘
は
枚
挙
に
暇
が
な
い
が
、
さ
し
あ
た
り
本
稿
で
は
、
琵
琶
湖
周
辺
集
落
で
の
湧

水
利
用
を
示
す
金
田
章
裕
『
文
化
的
景
観
─
生
活
と
な
り
わ
い
の
物
語
─
』（
日
本
経
済
新
聞

出
版
社
、
二
〇
一
二
年
）、
企
画
展
示
図
録
『
暮
ら
し
が
生
ん
だ
絶
景
─
琵
琶
湖 

水
辺
の
文

化
的
景
観
─
』（
滋
賀
県
立
安
土
城
考
古
博
物
館
、
二
〇
一
二
年
）
を
、
ま
た
里
山
で
の
湧
水

湿
地
の
機
能
を
論
じ
た
武
内
和
彦
・
鷲
谷
い
づ
み
・
恒
川
篤
史
編
『
里
山
の
環
境
学
』（
東
京

大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
一
年
）、
富
田
啓
介
『
里
山
の
「
人
の
気
配
」
を
追
っ
て
─
雑
木
林
・

湧
水
湿
地
・
た
め
池
の
環
境
学
─
』（
花
伝
社
、
二
〇
一
五
年
）
な
ど
を
参
照
し
た
。

（
7
）
関
東
を
事
例
に
、
湧
水
や
雨
水
に
よ
る
自
然
灌
漑
と
小
規
模
溜
池
灌
漑
に
よ
る
谷
田
で
の
水

資
源
開
発
の
様
相
を
豊
富
な
事
例
か
ら
示
し
た
高
島
緑
雄
『
関
東
中
世
水
田
の
研
究
』（
日
本

経
済
評
論
社
、
一
九
九
七
年
）
が
わ
ず
か
に
知
ら
れ
る
の
み
で
あ
ろ
う
。
そ
の
他
、
湧
水
と

社
会
集
団
の
存
立
に
言
及
し
た
も
の
に
、
前
原
茂
雄
「
中
世
前
期
村
落
の
共
同
体
的
契
機
に

つ
い
て
」（
荘
園
・
村
落
史
研
究
会
編
『
中
世
村
落
と
地
域
社
会
』
高
志
書
院
、
二
〇
一
六
年
）

や
拙
稿
「
崖
線
の
在
地
領
主
─
武
蔵
国
立
川
氏
の
水
資
源
開
発
と
地
域
景
観
─
」（『
国
立
歴

史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
二
〇
九
、
二
〇
一
八
年
）、
同
「
北
武
蔵
の
武
士
本
拠
と
湧
水
開
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近世村落の湧水紛争と水資源開発

発
」（『
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
武
蔵
武
士
と
そ
の
本
拠
」
資
料
集
』
埼
玉
県
立
嵐
山
史
跡
の
博
物

館
、
二
〇
一
八
年
）、
同
「
湧
水
は
中
世
景
観
を
語
れ
る
の
か
─
滋
賀
県
甲
賀
市
水
口
町
の
現

地
調
査
と
山
中
氏
両
惣
領
家
─
」（『
民
衆
史
研
究
』
一
〇
一
、
二
〇
二
一
年
）
な
ど
が
あ
る
。

（
8
）
拙
稿
「
圃
場
整
備
地
域
の
景
観
復
原
技
法
確
立
と
地
域
実
践
─
滋
賀
県
甲
賀
市
水
口
町
の
前

近
代
水
資
源
開
発
と
社
会
集
団
の
関
わ
り
か
ら
─
」（『
学
術
研
究
助
成
報
告
集　

第
六
集
』

公
益
財
団
法
人
国
土
地
理
協
会
、
二
〇
二
一
年
（
初
出
二
〇
一
九
年
、https://www.

kokudo.or.jp/grant/pdf/ 201 8/watanabe.pdf

に
て
閲
覧
可
能
））、
お
よ
び
拙
稿
前
掲
註

（
7
）
論
文
「
湧
水
は
中
世
景
観
を
語
れ
る
の
か
」。
以
下
、
前
者
を
拙
稿
A
論
文
、
後
者
を

拙
稿
B
論
文
と
略
称
し
て
用
い
る
こ
と
と
す
る
。

（
9
）『
甲
賀
市
史　

第
二
巻
』（
甲
賀
市
史
編
さ
ん
委
員
会
、
二
〇
一
二
年
）、
和
田
和
敏
『
近
世
郷

村
の
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
三
年
）、『
甲
賀
市
史　

第
三
巻
』（
甲
賀
市
史
編
さ
ん

委
員
会
、
二
〇
一
四
年
）
な
ど
を
参
照
。

（
10
）
当
該
地
の
「
同
名
中
」
や
「
甲
賀
郡
中
惣
」
に
つ
い
て
は
、主
な
先
行
研
究
に
村
田
修
三
「
用

水
支
配
と
小
領
主
連
合
」（『
戦
国
大
名
論
集
四　

中
部
大
名
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九

八
三
年
（
初
出
一
九
六
三
年
））、
同
「
地
域
枡
と
地
域
権
力
」（『
史
林
』
五
五
─
一
、
一
九

七
二
年
）、
同
「
戦
国
時
代
の
小
領
主
」（『
日
本
史
研
究
』
一
三
四
、
一
九
七
三
年
）、
高
木

昭
作
「
甲
賀
郡
山
中
氏
と
「
郡
中
惣
」」（『
歴
史
学
研
究
』
三
二
五
、
一
九
六
七
年
）、
石
田

善
人
「
甲
賀
郡
中
惣
と
伊
賀
惣
国
一
揆
」（『
戦
国
大
名
論
集
四　

中
部
大
名
の
研
究
』
吉
川

弘
文
館
、
一
九
八
三
年
（
初
出
一
九
七
二
年
））、
古
宮
雅
明
「
近
江
国
甲
賀
郡
に
お
け
る
在

地
権
力
の
形
成
と
そ
の
特
質
」（『
文
化
史
学
』
三
六
、
一
九
八
〇
年
）、
久
留
島
典
子
「
中
世

後
期
在
地
領
主
層
の
一
動
向
─
甲
賀
郡
山
中
氏
に
つ
い
て
─
」（『
戦
国
大
名
論
集
四　

中
部

大
名
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
三
年
（
初
出
一
九
八
一
年
））、
宮
島
敬
一
『
戦
国
期

社
会
の
形
成
と
展
開
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
六
年
）、
石
田
晴
男
『
中
世
山
中
氏
と
甲
賀

郡
中
惣
』（
同
成
社
、
二
〇
二
一
年
）
な
ど
が
あ
る
。

（
11
）
村
田
前
掲
註
（
10
）
論
文
「
用
水
支
配
と
小
領
主
連
合
」。

（
12
）
以
上
の
点
は
当
該
地
で
実
施
し
た
水
利
灌
漑
調
査
成
果
で
あ
る
拙
稿
A
論
文
お
よ
び
土
山
祐

之
「
二
〇
二
一
年
段
階
に
お
け
る
現
地
調
査
の
方
法
と
実
践
─
滋
賀
県
甲
賀
市
水
口
地
域
の

調
査
を
事
例
と
し
て
─
」（『
民
衆
史
研
究
』
一
〇
一
、
二
〇
二
一
年
）
に
て
明
ら
か
に
さ
れ

て
い
る
。

（
13
）
村
田
前
掲
註
（
10
）
論
文
「
用
水
支
配
と
小
領
主
連
合
」
お
よ
び
村
田
の
見
解
を
踏
ま
え
た

『
甲
賀
市
史　

第
二
巻
』（
甲
賀
市
史
編
さ
ん
委
員
会
、
二
〇
一
二
年
）
の
記
述
な
ど
。

（
14
）
柏
木
御
厨
故
地
で
実
施
さ
れ
た
先
行
す
る
現
地
調
査
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
B
論
文
に
て
概
要

を
示
し
て
い
る
。

（
15
）
公
益
財
団
法
人
国
土
地
理
協
会
に
よ
る
学
術
研
究
助
成
の
成
果
報
告
は
拙
稿
A
論
文
を
参
照
。

（
16
）「
甲
賀
郡
北
脇
村
地
誌
」（『
水
口
町
自
治
体
史
編
纂
叢
書　

第
二
集　

柏
木
神
社
文
書
調
査
報

告
書
─
滋
賀
県
甲
賀
郡
水
口
町
北
脇
─
』（
水
口
町
役
場
総
務
課
自
治
体
史
編
纂
準
備
室
、
二

〇
〇
四
年
）
二
〇
一
二
号
）。

（
17
）「
山
中
文
書
」
四
〇
一
号
。
文
書
番
号
は
『
水
口
町
志
上
』
に
基
づ
く
。

（
18
）「
山
中
文
書
」
一
六
〇
号
。

（
19
）
村
田
前
掲
註
（
10
）
論
文
。

（
20
）
二
ノ
井
の
水
論
に
関
わ
る
近
世
文
書
に
つ
い
て
、
宇
田
村
は
『
宇
田
区
有
文
書
調
査
報
告
書
』

（
水
口
町
役
場
総
務
課
自
治
体
史
編
纂
準
備
室
、
二
〇
〇
三
年
、
史
料
の
引
用
に
際
し
て
は

『
宇
田
』
○
号
と
略
称
を
用
い
る
（
○
は
文
書
番
号
））、
氏
河
原
村
は
『
宇
川
共
有
文
書
調
査

報
告
書
上
巻
』（
水
口
町
立
歴
史
民
俗
資
料
館
、
一
九
九
七
年
、
史
料
の
引
用
に
際
し
て
は

『
宇
川
』
水
利
・
土
木
の
○
号
と
略
称
を
用
い
る
（
○
は
文
書
番
号
））
と
し
て
刊
行
さ
れ
て

い
る
。
植
村
・
酒
人
村
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
「
植
区
有
文
書
」「
酒
人
区
有
文
書
」
が
現
存

す
る
も
報
告
書
類
で
史
料
紹
介
や
翻
刻
等
は
ま
だ
さ
れ
て
い
な
い
。

（
21
）
寛
政
二
年
十
一
月
日
「
乍
恐
奉
願
口
上
之
覚
」（『
宇
田
』
三
六
二
号
）。

（
22
）
寛
政
六
年
六
月
二
九
日
「
乍
恐
以
書
付
御
願
奉
申
上
候
」（「
酒
人
区
有
文
書
」
三
〇
号
）、
寛

政
一
二
年
二
月
日
「
為
替
証
文
之
事
」（「
酒
人
区
有
文
書
」
三
一
号
）。

（
23
）
拙
稿
B
論
文
。

（
24
）
文
政
元
年
（
一
八
一
八
）「
訴
状
（
土
山
宿
等
川
上
の
新
田
開
発
差
止
）」（『
宇
田
』
三
六
六

号
）。

（
25
）
新
田
開
発
と
水
不
足
の
関
係
に
つ
い
て
は
す
で
に
前
掲
註
（
20
）『
宇
田
』
解
題
に
て
若
干
触

れ
ら
れ
て
い
る
。

（
26
）
享
保
二
年
四
月
「
取
替
シ
申
証
文
之
事
」（『
宇
川
共
有
文
書
調
査
報
告
書　

上
巻
』
水
口
町
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立
歴
史
民
俗
資
料
館
、
一
九
九
七
年
、
水
利
・
土
木
の
二
二
号
）。

（
27
）
現
地
調
査
で
得
ら
れ
た
湧
水
点
に
つ
い
て
は
拙
稿
Ｂ
論
文
に
詳
し
い
。

（
28
）
元
和
八
年
六
月
四
日
「
乍
恐
申
上
」（『
宇
川
』
水
利
・
土
木
の
一
号
）。

（
29
）
前
掲
註
（
13
）
参
照
。

（
30
）
前
掲
註
（
7
）
拙
稿
「
崖
線
の
在
地
領
主
」
お
よ
び
拙
稿
B
論
文
。

〔
付
記
1
〕

　

本
調
査
の
現
地
調
査
で
は
、
植
公
民
館
に
て
上
村
喜
秋
氏
（
昭
和
二
二
年
生
）・
澤

田
勉
氏
（
昭
和
三
〇
年
生
）・
西
川
嘉
氏
（
昭
和
二
二
年
生
）・
城
平
八
郎
氏
、
酒
人

公
民
館
に
て
藤
田
利
昭
氏
（
昭
和
一
七
年
生
）・
千
廣
友
次
氏
よ
り
聞
き
書
き
の
ご
協

力
を
賜
っ
た
。
記
し
て
御
礼
申
し
上
げ
る
。

〔
付
記
2
〕

　

本
稿
は
、
二
〇
一
八
年
度
公
益
財
団
法
人
国
土
地
理
協
会
学
術
研
究
助
成
（
研
究

課
題
「
圃
場
整
備
地
域
の
景
観
復
原
技
法
確
立
と
地
域
実
践
─
滋
賀
県
甲
賀
市
水
口

町
の
前
近
代
水
資
源
開
発
と
社
会
集
団
の
関
わ
り
か
ら
─
」（
研
究
代
表
：
渡
邊
浩

貴
））、
お
よ
び
二
〇
一
九
年
度
公
益
財
団
法
人
ク
リ
タ
水
・
環
境
科
学
振
興
財
団
国

内
研
究
助
成
（
研
究
課
題
「
G
I
S
を
用
い
た
前
近
代
村
落
社
会
の
水
環
境
と
「
紛

争
・
共
生
」
に
関
す
る
歴
史
学
的
研
究
─
滋
賀
県
甲
賀
市
水
口
町
に
お
け
る
水
利
灌

漑
の
復
原
作
業
を
通
じ
て
─
」（
研
究
代
表
：
渡
邊
浩
貴
））
に
お
け
る
研
究
成
果
の

一
部
で
あ
る
。




